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【今月の表紙】７月７日、町立鳩山幼稚園での「プール開き」より

今月の主なコンテンツ
◆大東文化大学と地域連携協定・ＡＡＡトレーニング第９期生募集　◆道路で起こる不幸をゼロに　
◆３期目がスタート　小峰町長に聞く　◆「食生活改善推進員養成講座」参加者募集
◆鳩山町防災訓練の実施　◆「臨時福祉給付金」「障害・遺族年金受給者向け給付金」申請受付開始　
◆「見守りはとネット」　◆女性のための就職支援セミナー　ほか

鳩山の暑～い夏を
上手に乗り切ろう

水が気持ちぃ～い
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Headline
News

大
東
文
化
大
学
と
地
域
連
携
協
定
を
締
結

官
学
連
携
に
よ
る
町
の
活
性
化
へ
さ
ら
な
る
一
歩

大東文化大学との
現在の主な連携事業

◆ＡＡＡトレーニング教室

◆ＡＫＢ測定

◆はとやま毎日１万歩運動

◆大豆のアジア学

鳩山大豆のさらなる発展と農業の維持・活性化へ

活
動
的
な
高
年
者
の
進
化
を
応
援

※�マシントレーニングは２グループに分かれて実施するため、午後
１時 30 分～３時または３時 30 分～５時のどちらかになります。

（実質 90 分）

現在までに８グループ
が誕生し、毎週楽しく
汗を流しています。

町と大東大の地域連携をうたった協定書

　筋力維持で転倒防止へ

A
ト リ プ ル エ ー

AA トレーニング教室 第９期生参加者募集

このプロジェクトを通じて、学生の農
業インターンシップや農業体験活性
化への契機、枝豆を使った試作品づ
くり、負担の少ない新しい大豆栽培モ
デルの確立など、鳩山大豆のさらな
る発展や、後継者不足に悩む鳩山町
の農業の維持・活性化につなぐこと
が期待されています。

AAA（トリプルエー）は、「活動的な（Active）高年
者（Aged）のさらなる進化（Advance）」、との願いを
込め、頭文字を取りネーミングされました。

日 時 内 容 会 場

10 月４日（火）
午後１時 30 分～５時

開講式・体力測定、
メディカルチェック 大東文化大学

10 月 11 日 ～ 12 月 15
日までの毎火・木曜日
午後1時30分～５時（※）

（11月３日（祝）を除く）

ストレッチ、マシン
トレーニング、フロ
アトレーニング

健康づくりト
レーニング室

12 月６日（火）
午後１時 45 分～５時 効果測定 大東文化大学

12 月 20 日（火）
午後２時～４時 結果説明会・閉講式 健康づくりト

レーニング室

　県が実施する平成28年度中山間地
域ふるさと事業調査研究事業（中山間

「ふるさと支援隊」）の採択を受け、鳩
山大豆の栽培・加工・広報による「元
気創造」プロジェクトを、昨年度に続
き今年度も実施します。
　この事業の一環として、７月２日、
高野倉地内の圃

ほ じ ょ う

場で、大東文化大学国
際関係学部の研究班「大豆のアジア
学」の学生５人が、高野倉の花ノ木営
農組合の方々から指導を受け、大豆の
種まきを体験。300㎡ほどの畑に３種
類の大豆をまきました。学生らは今
後、大豆の刈り取りなどを経験しなが
ら、収穫する大豆を使い、商品開発に
取り組む予定です。

健
康
長
寿
県
内
ト
ッ
プ
を

支
え
る
大
東
大
と
の
連
携

　

町
と
大
東
文
化
大
学
は
、平
成
17

年
度
に
実
施
し
た『
環
の
ま
ち
元
気

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
き
っ
か

け
に
、連
携
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、町
の
特
産
品
で
あ
る

大
豆
を
使
っ
た
共
同
研
究
事
業
で
あ

る「
大
豆
の
ア
ジ
ア
学
」や
、中
高
年

者
を
対
象
と
し
た
健
康
づ
く
り
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
で
あ
る「
Ａ
Ａ
Ａ

（
ト
リ
プ
ル
エ
ー
）ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教

室
」、上
田
埼
玉
県
知
事
の
訪
問
も
受

け
た
こ
と
も
あ
る「
Ａ
Ｋ
Ｂ（
歩
く

力
・
筋
力
・
バ
ラ
ン
ス
能
力
）測
定
」

な
ど
、健
康
づ
く
り
事
業
に
お
い
て

も
継
続
的
に
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

高
齢
化
の
進
む
鳩
山
町
で
す
が
、

そ
う
し
た
連
携
の
成
果
も
あ
り
、平

成
26
年
の
埼
玉
県
65
歳
健
康
寿
命
で

は
、男
女
と
も
県
内
第
１
位
と
な
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
連
携
協
定
を
活
用
し
て

町
の
課
題
解
決
や
活
性
化
へ

　

こ
う
し
た
官
学
連
携
の
力
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
た
め
、６
月
23
日
に
、

「
大
東
文
化
大
学
と
の
地
域
連
携
に

関
す
る
基
本
協
定
締
結
式
」が
同
大

学
東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
基
本
協
定
で
は
、健
康
づ

く
り
だ
け
で
は
な
く
、他
の
分
野
に

お
い
て
も
町
と
大
東
文
化
大
学
の
連

携
を
強
化
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。大
学
側
は
、教
育
・
研
究
の
活

動
の
場
と
し
て
活
用
で
き
、町
側
で

は
、若
い
世
代
と
の
交
流
で
、新
た
な

動
き
が
生
ま
れ
る
と
い
う
相
乗
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
な
連
携
事
業
は
、今
後
、町

の
関
係
各
課
と
大
学
と
で
協
議
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。町
で
は
、地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
や
活
性

化
に
向
け
て
、大
学
と
協
働
し
た
取

り
組
み
や
検
討
を
進
め
、鳩
山
町
が

よ
り
魅
力
的
な
町
に
な
る
よ
う
、連

携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
９
６

－

２
５
３
０

対象　町内在住の 40 歳以上の方で、原則全日程参
加できる方（昨年度までは 50 歳以上）
※町地域包括支援センター事業に参加されている方、
要介護認定・要支援認定を受けている方、持病があり
医師に運動を止められている方はご遠慮ください。
※かかりつけ医のある方は、医師に相談の上、お申し込
みください。
場所　町多世代活動交流センター１階�健康づく
りトレーニング室ほか
服装　ジャージなど動きやすい服装
持物　運動靴（室内履用）、タオル、飲み物、筆記用
具、水分補給用の飲み物
費用　6,720 円
定員　32 人（定員を超えた場合は抽選）
申込　８月 12 日（金）午前９時～９月９日（金）の
間に、町保健センターまでお申し込みください。
問合せ　町保健センター☎ 296－2530

日程

　「ＡＡＡトレーニング教室」は大
東文化大学スポーツ・健康科学部
の協力のもと、いつまでも元気に
過ごすための筋力の維持向上を目
的としてスタートし、今年で９年
目を迎えます。
　このトレーニング教室では、油
圧式トレーニングマシンを使用
し、普段の生活ではあまり使わな
い筋肉を動かします。また、バラン
スのとれた正しい動きを身につけ
るための運動などを行い、転倒し
にくい体づくりを目指します。

　トレーニングの効果もあり、
体調が良くなり、体力を維持で
きていると実感しています。膝
や腰の痛みの軽減や、体のシェ
イプアップ効果もあります。
　仲間と一緒に体を動かす教
室はとても楽しく、週に１回の
トレーニングも負担が大きす
ぎずちょうどいいです。
　ぜひ、皆さんもこの効果を体
感してみてください。

　
「
Ａ
Ａ
Ａ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」は

全
21
回（
約
３
か
月
間
）で
、多
世
代

活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
健
康

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
実
施
し
ま
す
。そ
の
う
ち
２
回

は
大
東
文
化
大
学
で
体
力
測
定
、メ

デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク（
初
回
の
み
）を

行
い
、個
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果

を
専
門
的
に
分
析
し
ま
す
。

　

教
室
を
修
了
し
た
方
は
、参
加
者

同
士
が
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、自
主
活

動
と
し
て
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の

有
料
貸
付
を
利
用
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

継
続
的
な
運
動
は
基
礎
代
謝
量
を

上
げ
、歩
行
な
ど
の
動
作
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
こ
と
か
ら
、日
常
生
活
が

楽
に
な
る
と
い
う
効
果
が
あ
り
ま

す
。皆
さ
ん
も
、こ
の
教
室
へ
の
参
加

を
機
に
、健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運

動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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Pick Up
広報 道路で起こる不幸を０

ゼロ

に
交通事故を減らすために、あなたができること

7 月 13 日、夏の交通事故防止運動に先立ち、大橋交差点で行われた街頭啓発活動。鳩山町交通安全
母の会などの皆さんが、行きかう自動車の運手者や歩行者などに交通安全を呼びかけました。

※右マークのある記事は、関連情報を町公式フェイスブックでもご覧になれます。

交通死亡事故ゼロを続けていきましょう

　鳩山町は、平成 21 年２月２日から交

通死亡事故発生ゼロ（※）の状況を、７月

14 日現在 2,719 日間継続しています。県

内では、鳩山町が最長、２番目が皆野町の

2,061 日となっています。

　しかし、今年に入り、町内では、昨年に

比べて人身事故と物損事故がともに増加

しています。年代別では高齢者と 50 歳

代が、状態別では自動車と自動車の事故

などが増えています。

　今月は、交通死亡事故ゼロ継続日数

3,000 日（平成 29 年４月 23 日で達成）を

目指すために、家庭や地域でできる交通

安全について考えます。

問合せ：役場生活環境課☎ 296－5894
※交通死亡事故とは、交通事故によって、発生から
24時間以内に亡くなった場合を言います。

西入間交通安全協会からのお知らせ

優良運転者を表彰します
　西入間警察署と西入間交通安全協会では、平成 28
年度優良運転者の表彰を行います。
申請できる方 : 西入間交通安全協会会員（旧越生安
協会員を含む）で、過去５年以上無事故・無違反で他
の運転者の模範となる方（表彰種別は５年以上表彰
から 40 年以上表彰まで５年ごとの８区分）　申請
先・手続き：西入間警察署内交通安全協会へ免許証、
印鑑、無事故・無違反証明書代（630 円）をお持ちく
ださい。　申請期限：９月 15日（木）まで　問合せ：
西入間交通安全協会☎ 289－0202

交通遺児等援護一時金
給付対象者 : 平成 27 年４月１日以降、交通遺児等
（保護者が交通事故により、死亡または重い障害を
負った方）となった県内在住の 18歳以下の方　給付
額（子ども１人につき）：10 万円（支給は１回限り）　　
給付時期：平成 28 年 11 月または平成 29 年５月　
申請書類：役場生活環境課（庁舎２階）、各学校など
で配布　提出期限：８月 31日（水）まで（平成 28年
11月支給分）　提出先：みずほ信託銀行浦和支店（さ
いたま市浦和区高砂 2－6－18）　問合せ：県防犯・
交通安全課☎ 048－830－2958

ご家族や近所で『気を
つけて、行ってらっ
しゃい』『お帰りなさ
い』の声をかけ合って、
皆さんで交通死亡事故
ゼロを続けていきま
しょう！

覚えて守ろう！自転車安全利用五則
◆車道が原則、歩道は例外
◆車道は左側を通行
◆歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
◆安全ルールを守る（並進の禁止、夜間の
ライト点灯、交差点での信号遵守と一時
停止など）
◆子どもはヘルメットを着用

西入間交通安全協会鳩山支部の皆さん

　

交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、自
動
車

等
の
運
転
者
だ
け
で
な
く
、同
乗
者

や
歩
行
者
、周
囲
の
人
な
ど
、す
べ
て

の
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、譲
り

合
い
と
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

自
動
車
等
の
運
転
者
は
、自
転
車

や
歩
行
者
な
ど
の
急
な
車
道
へ
の
飛

び
出
し
な
ど
の
危
険
を
予
測
・
警
戒

し
て
、脇
見
運
転
な
ど
を
せ
ず
、集
中

力
を
持
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
の
運
転
者
は
、「
乗
れ
ば

車
の
な
か
ま
い
り
」の
意
識
を
持
っ

　

ど
ん
な
に
気
を
つ
け
て
い
て
も
、

予
期
せ
ぬ
事
態
な
ど
に
よ
り
、交
通

事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。万
が
一
に
備
え
、チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
地
域
の「
宝
」

そ
の
命
を
守
る
責
任

　
「
子
ど
も
が
嫌
が
り
う
る
さ
い
か

　

自
宅
等
の
草
木
が
、道
路
を
利
用

す
る
人
の
視
界
を
妨
げ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。草
木
の
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、道
路
は
駐
車
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。路
上
駐
車
を
す
る
と
、歩

行
者
が
隠
れ
て
視
認
し
づ
ら
く
な

る
な
ど
、交
通
事
故
の
原
因
に
な
り

ま
す
。さ
ら
に
、緊
急
時
に
皆
さ
ん

が
必
要
と
す
る
消
防
車
や
救
急
車

な
ど
の
通
行
の
妨
げ
と
な
り
、到
着

が
遅
れ
、大
切
な
財
産
や
生
命
を
失

い
か
ね
ま
せ
ん
。

て
、下
記『
自
転
車
安
全
利
用
五
則
』

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、道
路
を
横
断
す
る
と

き
や
、交
差
点
を
通
行
す
る
と
き
は

十
分
に
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

信
号
を
守
る
、横
断
歩
道
を
渡
る
な

ど
、交
通
ル
ー
ル
を
守
る
姿
を
、大
人

が
子
ど
も
に
示
す
こ
と
も
必
要
で

す
。

　

ま
た
、８
月
は
帰
省
・
行
楽
の
時

期
で
す
。不
慣
れ
な
道
で
の
運
転
は

十
分
に
注
意
し
、飲
酒
運
転
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
が
で
き
る
交
通
死
亡
事
故
防
止
策
①

あ
な
た
が
で
き
る
交
通
死
亡
事
故
防
止
策
②

あ
な
た
が
で
き
る
交
通
死
亡
事
故
防
止
策
③

交
通
ル
ー
ル
を
守
り

譲
り
合
い
と
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

万
が
一
に
備
え
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
忘
れ
ず
に
着
用

家
庭
や
地
域
で
、事
故
の
危
険
を

未
然
に
取
り
除
く
環
境
づ
く
り

ら
」と
い
う
理
由
で
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
積
ん
だ
ま
ま
の
状
態
に
し

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。６

歳
未
満
の
子
ど
も
の
乗
車
時
に
は
、

自
動
車
の
運
転
者
に
対
し
て
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
だ
っ
こ
」や「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
」

で
は
子
ど
も
の
命
は
守
れ
ま
せ
ん
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
い

な
い
と
、死
亡
重
傷
率
は
使
用
し
て

い
る
と
き
の
約
２
・
１
倍
に
も
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使

用
す
る
際
に
は
、子
ど
も
の
体
格
に

合
っ
た
も
の
を
選
ん
で
使
用
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、取
り
付
け
後
は
、力

を
加
え
て
も
大
き
く
動
か
な
い
こ
と

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ベ

ル
ト
が
ゆ
る
ま
な
い
よ
う
き
ち
ん
と

調
整
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
の
と
き
、自
分
や

同
乗
者
を
危
険
に
し
な
い

　

改
正
道
路
交
通
法
で
は
、後
部
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
も
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
い

と
、万
が
一
の
と
き
に
、天
井
や
ド

ア
な
ど
に
強
打
す
る
ほ
か
、車
外
に

放
出
さ
れ
、後
続
車
に
ひ
か
れ
る
な

ど
、大
き
な
被
害
に
遭
い
ま
す
。前

席
の
人
を
前
に
押
し
出
す
こ
と
も

あ
り
、同
乗
者
に
も
危
険
を
及
ぼ
し

ま
す
。

　

ま
た
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
に

よ
る
被
害
の
拡
大
は
被
害
者
の
過
失

と
な
り
ま
す
。被
害
者
で
あ
っ
て
も

損
害
賠
償
な
ど
の
面
で
不
利
益
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

８月は
チャイルド
シート・
シートベルト
着用促進月間

交通事故等につながる
「迷惑駐車」はやめよう

　

自
動
車
を
保
有
し

て
い
る
方
は
、適
正
な

保
管
場
所
に
駐
車
し

ま
し
ょ
う
。特
に
、軽

自
動
車
を
購
入
す
る

際
は
、車
庫
証
明
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、適

正
な
保
管
場
所
が
必

要
で
す
。軽
自
動
車
を

お
持
ち
の
方
も
、道
路

に
駐
車
し
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

関連情報
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鳩山町長選挙結果

※�同日行われた第 24 回参議院議員通常選挙の結果は、町ホー
ムページをご覧ください。

小峰�　孝雄　　　４, ８０１票
松浪�健一郎　　　２, １６５票
野田�小百合　　　１, ４０５票

　７月10日に投開票が行わ
れた町長選挙で、小峰孝雄氏
が再選を果たしました。
　人口減少とともに、急速に
進む少子高齢化。そのなかで
効果的な対策が求められる
ニュータウン地区の再生と
北部地域の活性化。健全財政
を堅持しながら、これらの大
きな課題に取り組むととも
に、きめ細やかな行政サービ
スの維持も必要です。
　そこで、３期目のスタート
にあたり小峰町長に、まちづ
くりの決意と抱負を広報担
当が伺いました。

Interview

埼
玉
県
内
で
最
も
高
い
、鳩
山
町
の
高
齢
化
率

健
康
づ
く
り
を
土
台
と
し
て
、対
策
を
着
実
に
推
進

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
・
北
部
地
域
活
性
化

町
の
課
題
を
踏
ま
え

地
方
創
生
事
業
と
し
て
推
進

開票結果

投票結果

投票所名 当日
有権者数

投票者数
（人）

投票率
（％）

第１投票所
公民館亀井分館 769人 500人 65.02％

第２投票所
亀井農村センター 483人 304人 62.94％

第３投票所
上熊井集落センター 473人 330人 69.77％

第４投票所
今宿コミュニティセンター 3,894人 2,474人 63.53％

第５投票所
公民館石坂分館 1,583人 1,085人 68.54％

第６投票所
鳩山小学校体育館 2,156人 1,499人 69.53％

第７投票所
ふれあいセンター 3,274人 2,300人 70.25％

合　計 12,632人 8,492人 67.23％

―
―
鳩
山
町
の
課
題
を
、ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
。

町
長　

大
き
な
課
題
は
、人
口
減
少

の
な
か
で
、少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

　

人
口
は
平
成
７
年
か
ら
の
20
年
間

で
、約
３
５
０
０
人
減
少
し
て
い
ま

す
。少
子
化
に
つ
い
て
は
、鳩
山
町
の

平
成
26
年
の
出
生
率
は
２
・
８
で
、

県
下
最
下
位
で
す
。

　

一
方
、高
齢
化
率
は
県
内
で
最
も

高
く
、平
成
28
年
４
月
現
在
、38
・

２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。と
り
わ
け

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
高
齢
化
率

は
、46
・
２
％
と
、よ
り
高
い
状
況
で

す
。ま
さ
に
危
機
的
な
数
字
で
す
が
、

特
効
薬
の
よ
う
な
対
策
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ
こ
で
私
は
、町
長
就
任
当
初
か

ら
、健
康
づ
く
り
の
推
進
を
土
台
と

し
て
、町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。ま
た
、高
齢
者
の
移
動
手
段

を
確
保
す
る
た
め
、デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
も
導
入
し
ま
し
た
。

―
―
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、具

体
的
な
成
果
も
で
て
い
ま
す
ね
。

町
長　

埼
玉
県
が
５
月
に
発
表
し
た

最
新
デ
ー
タ
で
は
、鳩
山
町
の
健
康

寿
命
は
男
女
と
も
第
１
位
と
な
り
ま

し
た
。こ
れ
は
、私
の
念
願
の
ひ
と
つ

で
し
た
。ま
た
、デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
、高
齢
化
が
進
む
中
で
、運
転
免
許

を
持
た
な
い
人
、運
転
が
困
難
な
人

も
町
内
を
自
由
に
移
動
で
き
る
手

段
と
し
て
、導
入
し
た
も
の
で
す
。

運
行
開
始
か
ら
の
累
計
利
用
者
数

は
10
万
人
を
越
え
、現
在
も
年
間
約

２
万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。こ
の

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
も
健
康
づ
く

り
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

―
―
高
齢
化
に
対
す
る
今
後
の
対
策

を
、ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

町
長　

高
齢
化
対
策
の
柱
は
、「
こ

の
鳩
山
で
、い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」で
す
。具
体

的
に
は「
地
域
包
括
ケ
ア
」の
推
進
で

あ
り
、そ
の
拠
点
エ
リ
ア
と
し
て
、旧

松
栄
小
学
校
の
敷
地
を
活
用
し
て
福

祉
・
健
康
複
合
エ
リ
ア
を
整
備
し
て

い
ま
す
。こ
の
複
合
エ
リ
ア
は
、特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、地
域
包
括
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
、多
世
代
活
動
交
流
セ
ン

タ
ー
（
旧
松
栄
小
学
校
校
舎
）の
３

施
設
を
中
心
と
し
て
お
り
、特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
は
今
年
の
秋
、地
域

包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
来
年
の
春
過

ぎ
に
開
設
予
定
で
す
。

―
―
少
子
化
に
対
す
る
対
策
は
、い

か
が
で
す
か
。

町
長　

今
年
度
当
初
か
ら「
病
後
児

保
育
事
業
」を「
病
児
・
病
後
児
保
育

サ
ー
ビ
ス
」に
拡
充
し
て
い
ま
す
。同

じ
く
年
度
当
初
よ
り「
多
子
世
帯
お

よ
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
保
育
料
軽
減

措
置
事
業
」に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、で
き
れ
ば
今
年
度
後
半

に
、「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」を
実

施
で
き
な
い
か
、担
当
部
署
と
調
整

を
し
て
い
ま
す
。

家
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
と
移
住
交

流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、②
で
は
移
住

者（
希
望
者
）に
も
優
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
や
新
規
起
業
者
を
育
て

る
拠
点
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
と
大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
設
立
支
援
、③
で

は
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
地
域

交
流
ス
ペ
ー
ス
等
で
の
各
種
研
修
等

を
予
定
し
て
い
ま
す
。な
お
、①
の
移

住
交
流
セ
ン
タ
ー
と
②
の
拠
点
ス

ペ
ー
ス
は
、西
友
の
旧
リ
ビ
ン
グ
館

の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
北
部
地
域
活
性
化
は
、ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
で
す
か
。

町
長　

泉
井
及
び
上
熊
井
地
区
活
性

た
。こ
の
法
律
に
基
づ
き
、町
は
昨
年

10
月
に「
鳩
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま

し
た
。ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
と
北
部

地
域
活
性
化
は
、こ
の
総
合
戦
略
と

泉
井
及
び
上
熊
井
地
区
活
性
化
取
組

方
針
を
基
本
計
画
と
し
て
、地
方
創

生
事
業
に
対
す
る
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
て
財
源
確
保
を
図
り
、着
実
に

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
ま
ず
、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
で

す
が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
で
す
か
。

町
長　

国
の
平
成
27
年
度
補
正
予
算

で
、地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
が
措

置
さ
れ
ま
し
た
。町
は
、「
①
空
き
家

へ
の
移
住
促
進
」「
②
各
種
資
源
を

活
か
し
た
多
世
代
の
活
躍（
健
康
で

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
）」「
③
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
支
え
る

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
」を
３
本
柱

と
す
る『
鳩
山
町
生
涯
活
躍
の
ま
ち

構
想
推
進
に
よ
る
住
宅
団
地
ア
ク

テ
ィ
ブ
化
・
キ
ッ
ク
オ
フ
事
業
』を

国
に
提
出
し
、８
０
０
０
万
円
の
交

付
決
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。具
体
的
な
事
業
は
、①
で
は
空
き

―
―
次
に
、今
後
４
年
間
の
主
要
政

策
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長　

取
り
組
む
べ
き
主
要
政
策
は

鮮
明
で
す
。ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
と

北
部
地
域
活
性
化
で
す
。こ
の
２
つ

の
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

を
図
り
、そ
の
成
果
を
町
全
体
に
広

め
、鳩
山
町
を「
住
み
た
い
ま
ち
、住

み
続
け
た
い
ま
ち
」に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
―
政
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め

に
は
、し
っ
か
り
し
た
計
画
と
、財
源

確
保
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
。

町
長　

平
成
26
年
に「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」が
制
定
さ
れ
ま
し

化
取
組
方
針
に
基
づ
き
、活
性
化
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
、北
部
地
域
の
活
性
化
を「
誰

が
、ど
の
よ
う
に
担
う
の
か
」と
い
う

ソ
フ
ト
部
分
に
関
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、複
数
年
度
に
わ
た
る
詳
細
な

計
画
と
、財
源
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
の
検
討
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、国
の
平
成
28
年
度
当
初

予
算
で
措
置
さ
れ
た
地
方
創
生
推
進

交
付
金
の
活
用
を
図
る
た
め
、実
施

計
画
と
地
域
再
生
法
に
基
づ
く
地
域

再
生
計
画
を
作
成
し
、国
の
審
査
を

受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。な
お
、作

成
し
た
実
施
計
画
で
は
、「
地
域
の

生
活
環
境
」「
観
光
客
の
満
足
度
」「
地

域
経
済
」の
３
つ
の
要
素
が
向
上
し
、

調
和
す
る
よ
う
な「
新
た
な
観
光
ま

ち
づ
く
り
」を
提
案
し
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、町
民
の
皆
さ
ん
に
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

町
長　

人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
に

つ
い
て
、厳
し
い
数
値
が
並
ん
で
い

ま
す
が
、私
は
鳩
山
町
に
は
町
民
の

皆
さ
ん
の
底
力
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。そ
の
力
を
一
つ
に
し
、「
し
っ

か
り
前
進
」し
、「
未
来
を
み
つ
め
る
」

ま
ち
づ
く
り
に
、全
力
で
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　7月 10 日投開票の町長選挙の開票結果と投票結果は以下の
とおりです。（敬称略）

３期目がスタート

小峰町長に聞く

広報はとやま2016.8月号 広報はとやま2016.8月号

工事が進む“福祉・健康複合エア
リア”の特別養護老人ホーム（写真
右手の建物）と、地域包括ケアセン
ター建設地（写真左手奥）

初登庁で職員にあいさつする小峰町長
（7月 19日、役場ロビーにて）
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健
生
康
活

私達の健康は私達の手で

鳩山町食生活改善推進員とは
　食生活改善推進員は、「食」を通した
健康づくり活動に取り組むボランティ
ア団体です。地域における食育推進の担
い手として、正しい食生活の知識が高ま
るよう、さまざまな自主活動に取り組ん
でいます。最近では、男性の正会員も増
え、男女合わせて 36人（平成 28年 4月
現在）で、にぎやかに活動しています。

た
め
に
も
、大
切
な
人
と
一
緒
に
特
定

健
診
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

特
定
保
健
指
導
も「
得
」

　

特
定
健
診
の
検
査
値
か
ら
、生
活
の

ど
こ
に
偏
り
が
あ
り
、今
の
生
活
を
続

け
る
と
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
を

予
想
で
き
ま
す
。そ
こ
か
ら
、現
在
の
生

活
習
慣
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

町
の
特
定
保
健
指
導
で
は
、血
管
や

体
が
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
結
果
の
見
方
を
説

明
し
ま
す
。ま
た
、生
活
習
慣
の
改
善
が

必
要
な
方
に
は
、本
人
が
ど
の
よ
う
な

方
法
が
良
い
か
選
択
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、今
年
度
は
、初
回
と
終
了
時

に
体
組
成
を
測
定
し
、体
の
中
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
か
を
確
認
で
き
ま

す
。

　

特
定
健
診
は
12
月
26
日（
月
）ま
で
受

診
で
き
ま
す
。特
定
健
診
を
受
診
し
、生

活
習
慣
の
改
善
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た

方
に
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
特
定
保

健
指
導
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。通

知
が
届
き
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

町
保
健
セ
ン
タ
ー 

健
康

増
進
担
当
☎
２
９
６

－

２
５
３
０

く
か
ら
い
い
」で
は
、手
遅
れ
と
い
う
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。健
診
に
よ

り
、「
血
管
を
痛
め
る
原
因
」を
持
っ
て

い
る
か
ど
う
か
を
早
期
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
が
、健
診
で
現
在
の

健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。皆
さ
ん
も
、ご
自
身
の
健
康
状
態
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、ま
ず
は
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

受
診
率
に
も
注
目
を

　

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
特
定
健
診
受

診
率
目
標
は
、平
成
29
年
度
に
60
％
で

す
。平
成
26
年
度
の
鳩
山
町
の
特
定
健

診
受
診
率
は
35
・
９
％
で
、市
町
村
平

均
37
・
２
％
よ
り
も
１
・
３
ポ
イ
ン
ト

下
回
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、県
内
受

診
率
１
位
の
市
町
村
は
54
・
４
％
で
、

着
実
に
国
の
示
す
目
標
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。

　

受
診
率
を
上
げ
る
こ
と
は
、病
気
の

早
期
発
見
に
な
り
、結
果
的
に
医
療
費

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
同
じ
よ
う
な
検
査
を
医
療
機
関
で

受
け
て
い
る
」と
い
う
理
由
で
特
定
健

診
を
受
け
な
い
方
は
、医
療
費
削
減
の

　

あ
な
た
が
病
院
に
行
く
の
は
ど
ん
な

と
き
で
す
か
？
「
痛
い
」、「
苦
し
い
」

と
い
っ
た
自
覚
症
状
が
出
た
と
き
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

心
筋
梗
塞
、狭
心
症
、脳
卒
中
な
ど
、

全
身
の
血
管
が
痛
む
こ
と
に
よ
っ
て
お

こ
る
病
気
は
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
、「
血

管
を
痛
め
る
原
因
」を
持
っ
た
ま
ま
長

年
過
ご
す
こ
と
で
、年
々
進
行
し
て
発

症
し
ま
す
。倒
れ
る
直
前
ま
で
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
「
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
病
院
へ
行

受
け
て
納
得
、受
け
な
き
ゃ
損
の
特
定
健
診

健診は受けた後が大切！
健診結果説明会

　６月～８月に、町保健センターで、集団特定健診を
受けた方を対象に「健診結果説明会」を開催してい
ます。説明会では、健診結果から自分の身体の特徴
と生活習慣の関係を理解し、今後どのように生活習
慣の改善などをおこなっていけばよいのかをアドバ
イスしています。また、今年度は「ゆがみーる」という
機械を使って骨格・骨盤のゆがみを測定し、姿勢改
善のための運動指導などを行っています。集団特定
健診を受診した方は、ぜひご参加ください。
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▼
日
時
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

▼
応
募
資
格　

町
内
在
住
者

▼
定
員　

10
人（
申
込
順
）

▼
会
場　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
費
用　

無
料（
た
だ
し
、調
理
実
習
時

の
み
３
０
０
円
）

▼
持
ち
物　

上
履
き
・
筆
記
用
具
・
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾
な
ど

▼
申
込　

８
月
12
日（
金
）か
ら
町
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ　

町
保
健
セ
ン
タ
ー 

健
康

増
進
担
当
☎
２
９
６

－

２
５
３
０

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、ポ
イ

ン
ト
は
翌
年
度
に
繰
り
越
せ
ま
す
の

で
、受
講
で
き
な
か
っ
た
講
座
が
あ
っ

て
も
、翌
年
度
に
講
座
を
受
講
す
る
こ

と
で
、入
会
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

講
座
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

養
成
講
座
で
は
、生
活
習
慣
病
予
防

や
栄
養
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
、調

理
実
習
な
ど
を
通
し
て
食
の
大
切
さ
を

学
び
ま
す
。養
成
講
座
を
修
了
す
る
と
、

「
食
生
活
改
善
推
進
員
」と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

鳩
山
町
で
は
、「
養
成
講
座
の
ポ
イ

ン
ト
制
度
」を
導
入
し
て
お
り
、講
座

を
受
講
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
、ポ
イ
ン
ト
が
一
定（
10
単
位
20
時

間
）に
達
す
る
と
、鳩
山
町
食
生
活
改

善
推
進
員
協
議
会
へ
の
入
会
資
格
を

平成 28 年度 食生活改善推進員養成講座 日程表
日　　時 内　　容

①９月 21 日（水）
　午前 10 時～正午

・開講式
・推進員の活動（全般）
・食事バランスガイドの活用

② 10 月 19 日（水）
　午前 10 時～正午

・国民の健康状況と生活習慣病
予防

・推進員の活動（町）part1
・食育とは

③ 11 月 16 日（水）
　午前 10 時～午後 1 時

・推進員の活動（町）part2
・栄養講座と調理実習

④ 12 月 14 日（水）
　午前 10 時～正午

・食品衛生
・食と環境

⑤ 1 月 25 日（水）
　午前 10 時～午後 1 時

・健康教室（生活習慣病予防）
・栄養講座と調理実習

⑥ 2 月 22 日（水）
　午前 10 時～午後 1 時

・健康教室（生活習慣病予防
またはこころの健康等）

・栄養講座と調理実習
・修了式

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
で

生
活
習
慣
病
予
防
や
栄
養
の
基
礎

知
識
を
学
ぼ
う

年に１回は健診を

ご存知ですか

特定健診の「お得」

1/365

健康レポート
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健 生康 活
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自
身
の
健
康
度
を
総
合
的
に
チ
ェ
ッ
ク

鳩
山
シ
ニ
ア
健
診 

一
般
募
集
開
始

　
「
鳩
山
シ
ニ
ア
健
診
」を
９
月
に
実
施

し
ま
す
。こ
の
健
診
は
、鳩
山
町
と
高
齢

者
医
療
研
究
の
専
門
機
関
で
あ
る
東
京

都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
と

の
共
同
研
究
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
お
り
、今
年
で
４
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
世
代
に
な
っ
て
も
、毎
日
元

気
で
健
や
か
に
暮
ら
す
に
は
、「
老
化

予
防
」が
重
要
な
鍵
と
な
り
ま
す
。シ
ニ

ア
健
診
で
は
、老
化
予
防
に
関
係
す
る

検
査
項
目
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。健
診
後
は
健
康
度
を
総
合
的
に
評

価
し
た
個
人
結
果
を
お
返
し
し
、皆
さ

ん
の
今
後
の
生
活
に
お
役
立
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
８
月
15
日（
月
）

か
ら
８
月
19
日（
金
）の
間
に
、町
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。お
申
し
込
み
の

際
に
は
、氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

年
齢
・
希
望
健
診
時
間
帯（
午
前
か
午

後
）を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※「
鳩
山
シ
ニ
ア
健
診
モ
ニ
タ
ー
」の
皆

さ
ん
に
は
、別
途
ご
案
内
を
送
付
し
ま

す
の
で
、今
回
の
お
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

鳩山シニア健診 一般募集要項

対象者
町内在住で健診当日 65 歳以上の方
日時・会場
９月 13 日（火）と 14 日（水）・町ふれ
あいセンター、9 月 15 日（木）と 16
日（金）・町保健センター　※ 14 日
と 16 日は午前中のみ
内容
医学問診、血液検査、体組成評価、体
力測定、口腔機能検査、認知機能検
査、動脈硬化度測定
所 要時間　一人当たり１時間 30 分

～２時間程度
費用　無料　
定員　30 人（申込順）
申込・問合せ　町保健センター
 TEL296－2530 　FAX296－2832

おいしいものがたくさん！食欲旺盛
になる秋。お腹いっぱい食べてもカ
ロリーが気にならない、秋の味覚を
たっぷり使ったおいしくヘルシーな
料理をご紹介します。

体幹は体の軸となる部分です。体
幹の筋肉が衰えることで起きる身
体の不調。その予防・改善に効果
的な体操を、生活の中に取り入れ
ましょう。

▼日時　９月８日（木）
　　　　午前 10 時～午後１時頃

▼場所　町保健センター２階

▼内容　ミニ講話、調理実習
▼講師　女子栄養大学　生涯学習講師

  　　宮崎美紀（管理栄養士）

▼定員　30 人（定員を超えた場合は抽選）

▼参加費　300 円（当日集金）

▼  持ち物　エプロン、三角巾（てぬぐい・スカーフで
も可）、手拭きタオル、室内用上履き、筆記用具

▼  申込・問合せ　８月19日（金）までに町保健セン
ターへ☎ 296－2530

▼ 日時　９月23日（金）午前 10 時～
11 時 30 分（受付は９時 30 分から）

▼場所　町中央公民館

▼内容　講話と実践（体幹の筋トレ等）

▼ 講師　公益財団法人埼玉県健康づくり事業団　
浅見真一氏（健康運動指導士）

▼定員　50 人（定員を超えた場合は抽選）

▼参加費　無料

▼  持ち物　室内運動靴、飲み物、タオルのほか、動き
やすい服装でお越しください

▼  申込・問合せ　９月９日（金）までに町保健センター
へ☎ 296－2530

鳩山町保健推進
協力委員会
Prezents

「食欲の秋！
秋の味覚をたっぷり
味わう ヘルシー料理」

「体幹をきたえる
体操～ 10 分で
効果抜群！！」

料
理
教
室

体
操
教
室

＆

～はとやま毎日１万歩運動～

　今月の　　 っとニュース歩
ほ

水
分
補
給
の
知
識
は
、夏
期
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
必
須
で
す
。

　平成 28 年度「はとやま毎日１万歩運動」の講座
が７月に開催されました。
　７月１日には、町中央公民館で大塚製薬株式会
社との企業コラボによる「上手な水分補給と運動
直後の栄養補給講座」が行われました。参加者は、
体のメカニズムからみた運動後の栄養補給のゴー
ルデンタイムや、熱中症予防・運動時の効率のよ
い水分補給法などについて学びました。
　講座後、町職員が「健康長寿サポーター養成講
習」について説明し、受講者 61 人の方へ健康長寿
サポーターの講習修了認定証入りの「健康長寿サ
ポーター応援ブック」が交付されました。

　また、７月３日には、スポーツウォーキングの会
の上原強先生を招いて、「効果的なウォーキング・
筋トレ講座」が町民体育館で行われました。
　講座では、ウォーキング時の姿勢や足の蹴り方、
着地の仕方、体の動かし方などのほか、ノルディッ
クウォーキングの紹介も実践を交えて分かりやす
く説明していただきました。
　いずれの講座も、今後のウォーキングをする上
で、すぐに取り入れられる内容でした。
問合せ　町保健センター☎ 296－2530

　国民健康保険税の軽減を受ける場合は、16 歳
以上の世帯全員の住民税申告が必要です。平成 28
年度（平成 27 年中所得）の申告をされていない方
は、平成 27 年中の所得が分かるものと印鑑をお持
ちになり、役場税務課で申告をしてください。
　なお、国民健康保険加入世帯（16 歳以上の方）で
住民税未申告の方がいらっしゃると、所得の確認
ができず、高額療養費などの給付の際に上位所得
者とみなされます。正しい算定のためにも所得申
告をお願いします。

【特定同一世帯の方へ】
　世帯内の被保険者が後期高齢者医療制度に移
行することにより、単身世帯（国民健康保険被保
険者が１人の世帯）となる場合、５年間は平等割額

（20,000 円）が 10,000 円になります。
※５年経過後、引き続き３年間は 15,000 円になりま
す。
問合せ：役場税務課 賦課担当☎ 296－5892

●ニュータウンふくしプラザ保健師相談会
　皆さんの健康に関する不安や悩みに対し、保健
師が相談に応じます。
日時　９月12 日（月）午前 10 時～ 11 時 30 分
場所　ニュータウンふくしプラザ
問合せ　健康福祉課☎ 296－1241

●こころの健康相談
　皆さんの不安や悩みに対し、臨床心理士や保健
師、精神保健福祉士が相談に応じます。
対象　町内在住の方（予約制）
日時　９月14 日（水）午後１時 30 分から
場所　役場 304 会議室
問合せ　町保健センター☎ 296－2530

８月中旬～９月中旬

健康『相談室』

国民健康保険税の軽減措置を
受けるには、世帯全員の
住民税申告が必要です

国保便り
埼玉県 国保マスコット
健康まもるくん

正
し
い
歩
き
方
は
、運
動
効
果
を

上
げ
、体
も
痛
め
に
く
く
し
ま
す
。
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　ニュータウンふくしプラザ
で６月 20 日、「知って、防ご
う！消費者トラブル」と題し
て、近年増加している、高齢者
を狙った悪質商法などを学ぶ
イベント（事務局：健康福祉
課）が行われました。
　コープみらい西北ブロック

委員会の皆さんを講師に招いて、最近の消費者相談の
状況を学んだ後、心理チェックや「かるた」「すごろく」

「寸劇」を通して、楽しみながら勉強しました。参加者か
らは「消費生活支援センターに相談するのはちょっと
ためらう場合でも、いつも来ているふくしプラザにな
ら話はしやすい」という声も聞かれました。

　国では、消費税率引き上げの影響を踏ま
え、所得の低い世帯の負担を緩和するため、
今年度も「臨時福祉給付金」を支給します。
また、「１億総活躍社会」の実現に向け、賃
金引上げの恩恵が及びにくい低年金受給者
を支援するため、「障害・遺族基礎年金受
給者向けの給付金」を支給します。
　給付金を受け取るには、申請が必要とな
ります。期限内に申請をお願いします。
基準日　平成 28 年１月１日

ニュータウンふくしプラザで
高齢者が消費者トラブルを学ぶ

かるた遊びを
しながら、
悪質商法など
を学ぶ参加者

提出書類　①申請書（該当と思われる方に
は８月下旬に郵送。役場健康福祉課窓口で
も入手可。）　②本人確認書類（運転免許証、
健康保険証など）
申請先　役場健康福祉課または役場東出張
所
問合せ 【申請方法に関すること】役場健康
福祉課 地域福祉担当☎ 296－1241
【制度に関すること】厚生労働省（専用ダイ
ヤル）☎ 0570－037－192

防災行政無線等がサイレンを鳴らします

　当日は、防災行政無線や消防車両などによりサイ
レンを鳴らしますが、火災などとお間違えのないよ
うにご注意ください。
　また、気象条件等で中止となる場合は、午前６時
30 分に防災行政無線で放送します。

携帯電話への緊急速報メール（エリア
メール）の配信訓練も実施します
　防災訓練の実施に伴い、９月 17 日（土）の午前７時
ごろに、町内全域を対象に防災行政無線による携帯
電話への緊急速報メール（エリアメール）による一斉
配信の訓練を行います。
配信される情報は訓練情報ですので、くれぐれも
お間違えのないようご注意ください。

広報はとやま2016.8月号 広報はとやま2016.8月号

暮らし
Life Information

情報の

　

町
で
は
、災
害
対
策
基
本
法
お
よ

び
鳩
山
町
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、防
災
体
制
の
充
実
と
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、住
民
の
皆
さ

ま
と
防
災
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
、防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
日
時　

９
月
17
日（
土
）午
前

７
時
か
ら（
雨
天
決
行
で
す
が
、台
風

接
近
や
災
害
発
生
時
等
の
場
合
は
中

止
に
な
り
ま
す
。）

▼
訓
練
会
場　

町
立
鳩
山
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド（
一
部
の
訓
練
は
体
育
館

内
で
も
実
施
）

▼
訓
練
対
象
地
区　

石
坂
一
、鳩
山

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
埼
玉
県
版 

川
の

防
災
情
報
」で
は
、県
内
を
流
れ
る
河

川
の
水
位
・
雨
量
な
ど
の
情
報
や
、

河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
画
像
情
報
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。カ
メ
ラ
画
像
は
、現
在
、県

東
部
地
区
の
５
か
所
が
先
行
公
開
さ

れ
て
い
て
、今
年
度
中
に
県
内
20
か

所
の
全
画
像
が
公
開
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

ま
た
、ユ
ー
ザ
ー
登
録
を
し
て
い

た
だ
く
と
、県
内
河
川
の
氾
濫
注
意

水
位
情
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な

ど
の
危
険
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
す
る「
メ
ー
ル
配
信
」（
情
報
料
は

無
料
）も
受
け
取
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　

県
河
川
砂
防
課

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

５
１
３
７

◆
各
種
給
付
金
の
支
給
に
関
し
て
、

町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、銀
行
・

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自

動
支
払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
や
、手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み

を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や
銀
行
口
座

の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
お
聞
き

す
る
こ
と
も
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
給
付
金
の
申
請
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
町
村
や
厚
生
労
働
省（
の
職
員
）

な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
や
郵

便
、メ
ー
ル
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、迷

わ
ず
役
場
健
康
福
祉
課（
☎
２
９
６

－

１
２
４
１
）ま
た
は
警
察
相
談
専

用
電
話（
♯
９
１
１
０
）に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

※
対
象
地
区
以
外
に
お
住
ま
い
の
方

も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
訓
練
内
容　

避
難
誘
導
訓
練
、初

期
消
火
訓
練
、建
物
火
災
消
火
訓
練
、

応
急
救
護
訓
練
な
ど（
※
雨
天
時
は
、

訓
練
内
容
を
一
部
変
更
し
て
体
育
館

で
実
施
）

※
当
日
の
防
災
行
政
無
線
や
エ
リ
ア

メ
ー
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
方
法　

訓
練
の
詳
細
は
、９

月
号
に
掲
載
予
定
で
す
が
、訓
練
内

容
に
よ
っ
て
は
、事
前
の
参
加
申
込

み
が
必
要
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、事
前

に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ　

役
場
総
務
課

☎
２
９
６

－

１
２
１
４

も
し
も
の
と
き
に
備
え
る

９
月
17
日
は

鳩
山
町
防
災
訓
練

ご
利
用
く
だ
さ
い

埼
玉
県
版
川
の
防
災
情
報

給
付
金
を
装
う
不
審
な

電
話
・
メ
ー
ル
に
注
意

防
　
災

防
　
犯

暮らしのレポート

９月１日から
「臨時福祉給付金」と「障害・遺族基礎年金受給者向けの
年金生活者等支援臨時福祉給付金」の申請受付を開始します

項　目 平成 28年度臨時福祉給付金 障害・遺族基礎年金受給者向けの給付金

対象者

平成 28 年度分の町民税が課
税されていない方
※町民税が課税されている
方の扶養家族、生活保護の受
給者は対象外。

左記「臨時福祉給付金」の対象者のうち、
障害基礎年金・遺族基礎年金等を受給
されている方。
※７月までに申請を受け付けた「高齢者
向け給付金」の受給者は対象外。

支給額 一人当たり 3,000 円 一人当たり 30,000 円

申請期間 ９月１日（木）～平成 29 年２月１日（水）

13 12



　

夏
本
番
と
な
り
、草
木
が
急
成
長

す
る
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

雑
草
の
繁
茂
や
枯
れ
草
を
放
置
し

て
い
る
と
、蚊
や
害
虫
等
の
発
生
源

に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、不
法
投
棄

や
火
事
を
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、昆
虫
に
よ
る
健
康
被
害
が

出
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

◆
所
有
者
の
方
へ

　

今
一
度
、所
有
地
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
、ご
自
身
や
家
族
の
健
康
の

た
め
、ま
た
、近
隣
住
民
に
迷
惑
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、住
み

よ
い
環
境
整
備
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

役
場
生
活
環
境
課

☎
２
９
６

－

５
８
９
４

玉
中
央
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局（
関

東
圏
の
み
）　

▼
問
合
せ　

役
場
水
道
課

☎
２
９
６

－

１
２
２
８

▼
対
象　

県
内
在
住
の
方

▼
日
時　

９
月
４
日（
日
） 

午
後
２

時
〜
４
時

▼
場
所　

毛
呂
山
町
中
央
公
民
館 

視
聴
覚
室（
毛
呂
山
町
岩
井
西
１

－

15

－

１
）

▼
内
容　

①
養
育
体
験
談
、②
里
親

制
度
説
明
、③
個
別
相
談

▼
費
用　

無
料

▼
定
員　

 

40
人（
申
込
順
）

▼
申
込
・
問
合
せ　

８
月
１
日（
月
）

よ
り
川
越
児
童
相
談
所（
☎
２
２
３

－

４
１
５
２
）へ
電
話
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
児

童
扶
養
手
当
の
受
給
者
及
び
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
支
給
事
業
の
受
給

者▼
調
査
方
法　

児
童
扶
養
手
当
の
現

況
届
の
手
続
き
時
に
、面
接
に
よ
る

調
査
票
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま

す
。（
調
査
票
は
事
前
に
送
付
し
ま

す
。）

▼
調
査
期
間　

８
月
１
日（
月
）
〜

８
月
31
日（
水
）

▼
調
査
内
容　

就
業
状
況
、養
育
費
、

保
険
・
年
金
の
加
入
、就
学
前
後
の

児
童
の
保
育
状
況
、子
育
て
の
悩
み
・

相
談
先
な
ど

▼
問
合
せ　

役
場
健
康
福
祉
課

☎
２
９
６

－

１
２
４
１

　

引
越
し
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
、

水
道
の
使
用
開
始
お
よ
び
中
止
、ま

た
は
使
用
者
が
変
わ
る
際
に
は
そ
れ

ぞ
れ
所
定
の
書
類
に
て
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法　

役
場
水
道
課
ま
た
は

「
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
管
理
㈱
鳩
山
支
店
」

（
役
場
東
出
張
所
の
隣
）に
備
え
付
け

て
あ
る
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、押
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
電
話
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、水
道
使
用
開
始
の
際
に
は
、実

水
道
使
用
の
開
始
や

中
止
、使
用
者
の
変
更
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

修
繕
に
伴
い
、粗
大
ご
み
切
断
機

が
使
用
不
能
と
な
る
た
め
、８
月
31

日（
水
）か
ら
９
月
２
日（
金
）の
間

は
、粗
大
ご
み
の
搬
入
を
お
控
え
く

だ
さ
い
。詳
し
く
は
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組

合 
高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
２
７
１

－

１
５
０
０

８
／
31
～
９
／
２
は

ご
み
の
持
込
み
を

お
控
え
く
だ
さ
い

住
み
よ
い
環
境
整
備
を

雑
草
の
繁
茂
や
枯
れ
草

の
放
置
は
危
険
で
す

際
に
水
が
出
る
か
現
地
で
の
立
会
い

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間　

平
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

▼
問
合
せ　

役
場
水
道
課

☎
２
９
６

－

１
２
２
８

ご
利
用
く
だ
さ
い

水
道
料
金
の
口
座
振
替

　

上
下
水
道
の
料
金
は
奇
数
月
の
中

旬
に
、検
針
員
が
各
家
庭
に
あ
る
水

道
メ
ー
タ
ー
の
数
値
を
確
認
し
て
、

そ
の
使
用
量
か
ら
料
金
を
確
定
し
、

翌
月（
偶
数
月
）に
使
用
者
に
請
求
し

ま
す
。料
金
の
支
払
い
は
銀
行
や
郵

便
局
、役
場
な
ど
の
窓
口
で
で
き
ま

す
が
、便
利
で
確
実
な
金
融
機
関
で

の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

役
場
水
道
課
お
よ
び

役
場
東
出
張
所
に
備
え
付
け
の
口
座

振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、金
融
機
関
届
出
印
を
押
印
し
て

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
取
扱
い
金
融
機
関　

り
そ
な
銀

行
・
埼
玉
り
そ
な
銀
行
・
み
ず
ほ
銀

行
・
三
井
住
友
銀
行
・
武
蔵
野
銀
行
・

東
和
銀
行
・
埼
玉
縣
信
用
金
庫
・
飯

能
信
用
金
庫
・
中
央
労
働
金
庫
・
埼

里
親
入
門
講
座

　

子
育
て
や
里
親
に
関
心
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
を

支
援
す
る
た
め
の

生
活
実
態
調
査

　

町
で
は「
第
２
次
鳩
山
町
ひ
と
り

親
家
庭
等
支
援
計
画
」を
策
定
す
る

際
の
基
礎
的
な
資
料
と
す
る
た
め
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
皆
さ
ん
の
生
活

実
態
を
調
査
し
ま
す
。

ごみ・資源収集カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
8/10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 9/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

…ごみ収集日　A…亀井・今宿地区　B…ニュータウン地区
…可燃物 …不燃物・有害ごみ …紙・布類 …ペットボトル
…びん・かん類 …その他容器包装プラスチック類

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

不

不

不

不

不

資紙 資ペ

資ペ

資ペ

資紙

資紙資プ

資紙

資紙資プ

資ペ

資ペ

資び

資び

資び

資び

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

AA

A

A

A

A

A

A

A

A

B

B

B
B

B

B B

B

B

B

B

B

BB

B

B

B

B

B

B

８月１日は 水の日
８月１日～ ７日は水の週間です

限りある水資源を大切に
　年間を通じて水の使用量が多い８月上
旬に、水資源の有限性、水の貴重さなどの
関心を高め、理解を深めるため、毎年８月
１日を「水の日」、８月１日から７日まで
の１週間を「水の週間」としています。
　水は私たち人間やすべての生物が生き
ていくうえで欠かすことのできない貴重
な資源です。また、今年はダム貯水量が平
年より低い状況にあります。この機会に、
皆さん一人ひとりが改めて水の重要性を
認識し、節水の必要性や川などの水資源
を汚さないことなどを考えてみてはいか
がでしょうか。
問合せ　役場水道課☎ 296－1228

西入間広域消防組合 × 埼玉医科大学
「派遣型救急ワークステーション」

　西入間広域消防組合では、今年４月１日から埼玉医科大
学の協力のもと、派遣型救急ワークステーションを急患セ
ンターＥＲ内に開設し、運用を開始しました。
　６月２日、同大学で行われた調印式で、「医療機関と消防
機関の連携強化を図り、住民の生命及び身体を守る救急医
療体制の充実につながる」と期待の声もあった派遣型ワー
クステーションは、平日の午前９時から午後４時まで救急
車を病院に待機させることで、救急隊員は、急患センター内
で病院実習を受け、知識・技能の向上を図ることができま
す。また、一刻を争う傷病者が発生した場合、医師とともに
出動することで、救急隊員では行えない高度な救急医療を
早期に行うことができ、救命率の向上が期待できます。
問合せ　西入間広域消防組合☎ 295－0119

広報はとやま2016.8月号 広報はとやま2016.8月号

住
ま
い

子
育
て

救
急
車
を
病
院
に
待
機
さ
せ
る
こ
と

で
、緊
急
時
は
医
師
と
と
も
に
出
動

で
き
ま
す
。

月　日 医療機関 診療科目 電話番号

７日（日） つかさクリニッ
ク（東松山市） 内科、小児科 0493－31－1450

11 日（祝） 中村産婦人科（小
川町）

産婦人科、内科、小児
科 0493－72－0373

14 日（日） 埼玉成恵会病院
（東松山市） 内科、外科、整形外科 0493－23－1221

21 日（日） ほしこどもおとなク
リニック（東松山市）

内科、小児科、アレル
ギー科 0493－24－0753

28 日（日） 村山内科小児科クリ
ニック（東松山市） 内科、小児科 0493－39－3483

８月の休日当番医

※ダイヤル回線、IP 電話、ひかり電話の場合

※診療時間　午前 9 時～午後 5 時

電話番号 受付時間

休日や夜間の急病相談

小児救急
電話相談

＃ 8000
※ 048－833－7911

（月～土） 午後７時～翌朝７
時　（日・祝日・年末年始）
午前９時～翌朝７時

おとなの
救急電話相談

＃ 7000
※ 048－824－4199

（月～土）午後６時 30 分～ 10
時 30 分まで　（日・祝・ＧＷ・
年末年始）午前９時～午後 10
時 30 分

平日夜間時のお子さんの急病・けがなど
比企地区
こども夜間
救急センター

0493－22－2822
【受付】月～金の午後７時 30
分～ 10 時　【診察】月～金の
午後８時から

場所：東松山医師会病院内（東松山市神明町 1－15－10）
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▼
対
象　

本
学
に
入
学
・
転
学
を
考

え
て
い
る
方
、保
護
者
、幼
稚
園
等
の

教
育
関
係
者
な
ど

▼
日
時　

９
月
13
日（
火
）　

午
前
９

時
30
分
～
正
午

▼
受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方　

①
高
等
学
校
の
土
木
工

学
科
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程

を
修
了
し
て
卒
業
し
た
方　

②
高
等

学
校
を
卒
業
し
た
方
で
、排
水
設
備

工
事
等
の
設
計
ま
た
は
施
工
に
関

し
、１
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す

る
方　

③
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計

ま
た
は
施
工
に
関
し
、２
年
以
上
の

実
務
経
験
を
有
す
る
方　

④
前
述
の

①
～
③
に
準
ず
る
方

　

鳩
山
町
体
育
協
会
で
は
、町
の
体

育
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

し
、そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
方
に

功
労
賞
を
、ス
ポ
ー
ツ
界
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
方
に
優
秀
選
手
賞
を

贈
り
、そ
の
栄
誉
を
称
え
顕
彰
し
て

い
ま
す
。

　

該
当
者
の
推
薦
に
つ
き
ま
し
て

▼
試
験
日　

11
月
27
日（
日
）

▼
試
験
会
場　

埼
玉
工
業
大
学（
深

谷
市
） 

▼
受
付
期
間　

８
月
22
日（
月
）
～

10
月
７
日（
金
）（
必
着
）

▼
申
込
方
法　

郵
送（
詳
細
は
受
験

案
内
を
参
照
）

※
受
験
案
内
は
８
月
22
日（
月
）よ
り

左
記
に
て
配
布
し
ま
す
。

▼
受
験
料　

１
万
円

▼
問
合
せ　

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合　

工
務
担
当

☎
２
９
４

－

９
３
３
３

は
、８
月
31
日（
水
）ま
で
に
町
体
育

協
会
事
務
局
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。推
薦
基
準
は
、事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。選
考
委
員
会

に
お
い
て
受
賞
者
を
決
定
し
、９
月

20
日（
火
）ま
で
に
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
授
賞
式　

10
月
２
日（
日
）に
鳩
山

中
学
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
る
町
民
体
育
祭
内

▼
問
合
せ　

町
体
育
協
会
事
務
局（
町

民
体
育
館
）☎
２
９
６

－

４
９
０
０

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
勤
務
期
間　

平
成
28
年
９
月
20
日

～
平
成
29
年
３
月
31
日

▼
応
募
資
格　

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
方

▼
勤
務
内
容　

事
務
補
助

▼
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
ま
で

県
立
日
高
特
別
支
援
学
校

学
校
体
験

県
立
毛
呂
山
特
別
支
援
学
校

学
校
公
開

公
共
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
共
通
試
験

鳩
山
町
体
育
協
会

体
育
賞
推
薦
者
募
集

▼
対
象　

本
校
へ
の
就
学
・
転
学
を

検
討
し
て
い
る
新
小
学
１
年
生
ま
た

は
学
齢
児
童
生
徒（
就
学
前
に
つ
い

て
は
、年
長
児
の
み
）

▼
日
時　

10
月
25
日（
火
） 

午
前
10

時
～
午
後
１
時（
受
付
は
午
前
９
時

40
分
か
ら
）

▼
内
容　

学
校
概
要
説
明
、校
内
見

学
、給
食
指
導
見
学
な
ど

▼
申
込　

９
月
５
日（
月
）ま
で
に
通

学
区
域
内
の
教
育
委
員
会
を
通
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
・
問
合
せ　

県
立
日
高
特
別

支
援
学
校
☎
０
４
２

－

９
８
５

－

４
３
９
１

産
業
振
興
課

臨
時
職
員
募
集

▼
内
容　

学
校
概
要
説
明
、授
業
・

学
校
見
学
、懇
談
な
ど

▼
場
所
・
問
合
せ　

県
立
毛
呂
山
特

別
支
援
学
校
☎
２
９
４

－

７
２
０
０

▼
勤
務
日
数　

週
４
日

▼
時
給　

８
５
０
円（
雇
用
保
険
加

入
、通
勤
手
当
等
な
し
）

▼
選
考
方
法　

提
出
書
類
お
よ
び
面

接
に
よ
る

▼
出
願
方
法　

８
月
25
日（
木
）
～

９
月
６
日（
火
）の
間
に
履
歴
書
を
持

参
の
上
、左
記
ま
で

▼
出
願
先
・
問
合
せ　

役
場
産
業
振

興
課
☎
２
９
６

－

５
８
９
５

ご
利
用
く
だ
さ
い

発
達
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

県
立
特
別
支
援
学
校

塙
保
己
一
学
園

学
校
公
開

▼
日
時　

９
月
14
日（
水
） 

午
前
９

時
10
分
～
午
後
０
時
30
分

▼
申
込
期
限　

９
月
２
日（
金
）

▼
場
所
・
問
合
せ　

県
立
特
別
支
援

学
校
塙
保
己
一
学
園

☎
２
３
１

－

２
１
２
１

埼
玉
県
保
育
士

就
職
フ
ェ
ア

　

県
内
保
育
所
約
60
園
が
参
加
す

る
、入
退
場
自
由
、参
加
料
無
料
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。保
育
の
現
場
で
働
き

た
い
と
考
え
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
を
！

▼
日
時　

８
月
21
日（
日
）・
22
日

（
月
）　

午
前
11
時
～
午
後
３
時
30
分

（
予
定
）

▼
場
所　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ 

地
下
第
１
展
示
場

▼
内
容　

講
演
会（
要
予
約
）、各

ブ
ー
ス
で
の
説
明
、求
人
資
料
な
ど

の
閲
覧
な
ど

▼
費
用　

無
料（
入
退
場
自
由
）

▼
問
合
せ　

県
少
子
政
策
課

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
３
４
９

　

県
で
は
、発
達
障
害
に
特
化
し
、就

労
相
談
、職
業
能
力
評
価
、就
労
訓

練
、就
職
活
動
支
援
、職
場
定
着
支

援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る

「
発
達
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
）」を
運
営
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象　

医
師
の
診
断
や
障
害
者
手

帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、発
達
障

害
の
特
性
を
持
ち
、そ
の
自
覚
が
あ

る
方
で
企
業
等
へ
の
一
般
就
労（
障

害
者
雇
用
枠
で
の
就
労
を
含
む
）を

希
望
し
て
い
る
方
。た
だ
し
、就
労
移

行
支
援
事
業
と
し
て
の
就
労
訓
練
を

受
け
る
際
に
は
、医
師
の
診
断
お
よ

び
市
町
村
に
よ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
受
給
決
定
が
必
要
で
す
。

▼
場
所
・
問
合
せ　

ジ
ョ
ブ
セ
ン

タ
ー
川
越（
川
越
市
脇
田
本
町
13

－

５
川
越
第
一
生
命
ビ
ル
５
階
）

☎
２
４
９

－

８
７
７
２

※
県
内
に
は
、川
越
市
の
ほ
か
、川

口
市
、草
加
市
、熊
谷
市
の
計
４
か

所
に
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。

平成28年熊本地震義援金への
ご協力ありがとうございました

　４月 18 日～ ６月 30 日の期間で皆さまから
お寄せいただいた義援金 158,817 円は、平成 28
年７月７日付けで、全額を日本赤十字社へ送金
させていただきました。
問合せ　役場総務課☎ 296－1214

採用試験・選考情報
■埼玉県経験者職員採用試験
受験区分：①民間企業等職務経験者区分　②海外活
動等経験者区分　主な受験資格：①昭和 32 年４月
２日以降に生まれた方で、次のいずれかの方。（ア）
大学を卒業後、民間企業等における職務経験を５年
以上有する方　（イ）短期大学または専修学校を卒業
後、民間企業等における職務経験を７年以上有する
方　（ウ）民間企業等における職務経験を９年以上有
する方　②昭和 61 年４月２日から平成７年４月１
日までに生まれた方（海外留学経験者、国際貢献活動
経験者などを求めます）　募集職種・人数：①一般
行政・５人、設備・３人、総合土木・５人、建築・２
人　②一般行政・２人　第１次試験日：９月 25 日 

（日）　受験案内配布場所：県人事委員会事務局ホー
ムページに掲載　※冊子配布なし　申込受付期間：
８月 17 日（水）～ 29 日（月）　※原則、電子申請のみ　
問合せ：県人事委員会事務局任用審査課☎ 048－822
－8181、FAX048－830－4930

■身体障害者を対象とした埼玉県職員採用選考
主な受験資格：県内在住の昭和 61 年４月２日～平
成 11 年４月１日生まれの方で、身体障害者手帳（１
～６級）を有する方　募集職種・人数：一般事務・
12 人　第１次選考日：10 月 16 日（日）　受験案内配
布場所：県人事委員会事務局（さいたま市）、県内の
各地域振興センターなど　※県人事委員会事務局
ホームページにも掲載。郵送配布あり。　申込受付
期間：９月９日（金）まで　問合せ：県人事委員会事
務局任用審査課☎ 048－822－8181、FAX048－830
－4930

■平成28年（第２回）埼玉県警察官採用試験
採用予定人数：【Ⅰ類】男性 62 人、女性 15 人　【Ⅱ類】
男性 10 人、女性５人　【Ⅲ類】男性 140 人、女性 20 人　

【武道・体育指導Ⅰ類】柔道１人、剣道２人　※試験
の詳細は、埼玉県警察ホームページ（採用案内）をご
覧ください。　第１次試験日：９月 18 日（日）　受付：
８月５日（金）～ 24 日（水）　問合せ：西入間警察署
☎ 284－0110

■自衛官等採用試験
募集種目：①航空学生　②一般曹候補生　③自衛官
候補生　受付期間：①②７月１日（金）～９月８日

（木）　③年間で随時　試験日：①（１次）９月 22 日
（祝）　②９月 16 日（金）・17 日（土）のいずれか１日　
③お問い合わせください　問合せ：自衛隊 入間地域
事務所☎ 042－923－4691

広報はとやま2016.8月号 広報はとやま2016.8月号
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都
市
計
画
に
関
す
る

説
明
公
聴
会

全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間

▼
期
間　

９
月
５
日（
月
）
〜
11
日

（
日
）

▼
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時※
た
だ
し
、10
日（
土
）・
11
日（
日
）

は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
相
談
電
話
番
号　

０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

▼
内
容　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め

ぐ
る
人
権
相
談
に
、法
務
局
職
員
と

人
権
擁
護
委
員
が
秘
密
厳
守
で
応
じ

ま
す
。

▼
問
合
せ　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
☎
０
４
８

－
８
５
９

－

３
５
０
７

　

法
人
設
立
、各
種
許
認
可
申
請
な

ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
25
日（
木
）　

午
前
９

　

埼
玉
県
で
は
、不
妊
に
悩
む
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。い
ず
れ

も
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
面
接
相
談
～
不
妊
専
門
相
談
セ

ン
タ
ー
】（
専
門
医
が
面
談
形
式
で

相
談
に
応
じ
ま
す
）

▼
日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日 

午
後

４
時
〜
５
時

▼
場
所　

埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
内

▼
予
約
方
法　

電
話（
☎
２
２
８

－

３
６
７
４
）に
て
。

【
電
話
相
談
～
不
育
症
・
妊
娠
を

サ
ポ
ー
ト
】（
助
産
師
が
電
話
で
相

談
に
応
じ
ま
す
）

▼
日
時　

毎
週
月
・
金
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

▼
電
話
番
号　

☎
０
４
８

－

７
９
９

－

３
６
１
３

時
〜
正
午

▼
申
込
・
場
所
・
問
合
せ　

鳩
山
町

商
工
会
☎
２
９
６

－

０
５
９
１

都
市
計
画
案
の
縦
覧

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

鳩
山
町
商
工
会
主
催

行
政
書
士
無
料
相
談
会

不
妊
に
関
す
る
相
談

拉
致
問
題
を
考
え
る

埼
玉
県
民
の
集
い

　

新
た
な
都
市
施
設（
火
葬
場
）の
整

備
に
伴
い
、都
市
計
画
法
第
16
条
の

規
定
に
基
づ
く
説
明
公
聴
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
28
日（
日
） 

①
午
前

10
時
か
ら 

②
午
後
２
時
か
ら

▼
場
所　

越
生
町
中
央
公
民
館 

２

階
集
会
室

▼
対
象
と
な
る
都
市
計
画
案　

毛
呂

山
・
越
生
都
市
計
画
火
葬
場
の
変
更

（
越
生
町
決
定
）

▼
都
市
計
画
の
概
要　

現
在
の
都
市

計
画
決
定
面
積
約
０
・
８
㌶
に
約
０
・

７
㌶
を
加
え
、約
１
・
５
㌶
の
区
域
と

す
る
も
の
で
す
。

▼
施
設
の
概
要　

広
域
静
苑
組
合
の

現
在
の
構
成
市
町（
鶴
ヶ
島
市
、毛
呂

山
町
、鳩
山
町
、越
生
町
）に
坂
戸
市

が
新
た
に
加
わ
る
こ
と
か
ら
、構
成

市
町
の
火
葬
業
務
施
設
と
し
て
次
の

と
お
り
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

①
施
設
規
模
：
２
階
建
て 

火
葬
炉

８
基　

②
造
成
建
設
期
間
：
平
成
29

〜
30
年
度　

③
供
用
開
始
年
度
：
平

　

毛
呂
山
・
越
生
都
市
計
画
の
変
更

に
あ
た
り
、都
市
計
画
法
第
17
条
に

基
づ
く
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
都
市
計
画
案
の
縦
覧
】

▼
縦
覧
内
容　
「
毛
呂
山
・
越
生
都

市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、開

発
及
び
保
全
の
方
針
」及
び「
毛
呂

山
・
越
生
都
市
計
画
区
域
区
分
」の

変
更
案（
埼
玉
県
決
定
）

▼
縦
覧
期
間　

８
月
30
日（
火
）
〜

９
月
13
日（
火
）（
土
・
日
曜
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
）

▼
縦
覧
場
所　

毛
呂
山
町
ま
ち
づ
く

り
整
備
課
、越
生
町
ま
ち
づ
く
り
整

備
課
、鳩
山
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、

埼
玉
県
都
市
計
画
課
、埼
玉
県
飯
能

県
土
整
備
事
務
所
、埼
玉
県
東
松
山

県
土
整
備
事
務
所（
埼
玉
県
都
市
計

画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。）

【
案
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
】

成
30
年
度

▼
問
合
せ　

越
生
町
ま
ち
づ
く
り
整

備
課 

都
市
計
画
担
当
☎
２
９
２

－

３
１
２
１（
内
線
１
５
２
）

▼
対
象　

毛
呂
山
町
、越
生
町
及
び

鳩
山
町
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人

▼
提
出
方
法　

持
参
、郵
送
ま
た
は

埼
玉
県
電
子
申
請
届
出
サ
ー
ビ
ス

（
詳
細
は
、埼
玉
県
都
市
計
画
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

▼
提
出
期
限　

９
月
13
日（
火
）午
後

５
時
15
分
ま
で（
期
日
必
着
）

▼
提
出
先　

鳩
山
町
ま
ち
づ
く
り
推

進
課（
〒
３
５
０

－

０
３
９
２
住
所

の
記
入
不
要
）、埼
玉
県
都
市
計
画
課

（
〒
３
３
０

－

９
３
０
１
住
所
の
記

入
不
要
）

▼
問
合
せ　

役
場
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
☎
２
９
６

－

１
２
１
１（
内
線

１
２
３
〜
１
２
５
）、埼
玉
県
都
市

計
画
課（
☎
０
４
８

－

８
３
０

－

５
３
４
１
）

　

日
本
遺
族
会
で
は
、厚
生
労
働
省

か
ら
補
助
を
受
け
、父
等
の
戦
没
し

た
旧
戦
域
を
訪
れ
、慰
霊
追
悼
を
行

う
と
と
も
に
、同
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
深
め
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

戦
没
者
の
遺
児（
平
成
22

年
度
以
前
参
加
者
は
、５
年
を
経
過

し
た
方
は
再
応
募
可
）

▼
実
施
地
域（
申
込
締
切
）　

東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
８
月
12
日
）、ボ
ル

ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島（
８
月
24
日
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン（
１
次
）（
９
月
５
日
）、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島（
９
月
20
日
）、ミ
ャ

ン
マ
ー
（
１
次
）（
９
月
28
日
）、中

国
な
ど（
他
の
地
域
、日
程
、申
込
期

限
な
ど
の
詳
細
は
左
記
ま
で
）

▼
費
用　

10
万
円

▼
問
合
せ　

日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

▼
日
時　

９
月
３
日（
土
）　

午
後
１

時
30
分
〜
４
時（
開
場
：
午
後
０
時

30
分
）

▼
場
所　

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
定
員　

４
０
０
人（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▼
費
用　

無
料

▼
内
容　

家
族
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
、講
演
と
Ｑ
＆
Ａ
な
ど

▼
申
込　

８
月
12
日（
金
） （
当
日

必
着
）ま
で
に
、は
が
き（
〒
３
３
０

－

９
３
０
１
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
３

－

15

－

１
埼
玉
県
福
祉
部

社
会
福
祉
課「
拉
致
問
題
を
考
え
る

埼
玉
県
民
の
つ
ど
い
」係
宛
て
）ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル（a3270-14@

pref. 
saitam

a.lg.jp

）に
て
。

▼
問
合
せ　

県
社
会
福
祉
課

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
２
７
７

人権啓発フェスティバル
ヒューマンフェスタ 2016 in 川越

▼  日時　８月 30 日（火）
　午前 10 時～午後３時 30 分

▼  場所　ウェスタ川越（川越
市）

▼  費用　無料（先着順。事前申
込不要）

▼  内容　①藤岡弘、さん（俳
優・武道家）による人権講
演会　②星野高等学校音楽
部による合唱ほか

▼  問合せ：県人権推進課
　☎ 048－830－2255

広報はとやま2016.8月号 広報はとやま2016.8月号

Life Information

お
知
ら
せ

相
　
談

人
　
権

８月中旬～９月上旬

■県の法律相談【要予約】
日時：８月９日（火）･23 日（火）、９月 13 日（火）　午
後１時～４時　場所：ウェスタ川越４階（県川越比
企地域振興センター相談室）　問合せ：県民相談総
合センター☎ 048－830－7830

■町民法律相談【要予約】
日時：９月 12 日（月）　午前 10 時～正午　場所：役
場３階 301 会議室　問合せ：総務課☎ 296－1214

■行政相談 ･ 人権相談【要予約】
日時：８月 19 日（金）　午後１時～３時　場所：役
場３階 305 会議室　問合せ：総務課☎ 296－1214

■行政書士による無料相談会【要予約】
日時：８月 24 日（水）　 午前９時～正午　場所：役
場３階 301 会議室　問合せ：総務課☎ 296－1214

■女性相談【要予約】
日時：①８月９日（火）、②９月 13 日（火）　午後１時
～４時　場所：役場３階 304 会議室　問合せ：総務
課☎ 296－1214

■税のことなんでも相談【要予約】
対象：町内在住・在勤者　日時：８月９日（火）　午
前 10 時～正午　場所：役場３階 306 会議室　申込・
問合せ：８月５日（金）までに税務課へ☎ 296－5892

（閉庁日を除く）

■消費生活相談
日時：８月 18 日（木）・25 日（木）・９月１日（木）・
８日（木）　午前 10 時～正午、午後１時～３時　場所
･ 問合せ：産業振興課☎ 296－5895

■その他相談
日時：平日（月～金曜日）　午前８時 30 分～午後５
時　場所 ･ 問合せ：総務課☎ 296－1214

夜間納税相談をご利用ください
日中来庁できない方のために、納税相談を行っ
ていますので、ぜひご利用ください。
また、納付も受け付けます。

【今後の日程】
日時：８月 30 日（火） 、９月 29 日（木） 
　　　午後５時 15 分～７時 30 分
場所・問合せ：役場税務課☎ 296－5892

暮らしの『相談室』
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広報はとやま2016.8月号 広報はとやま2016.8月号

対象　町内在住・在勤者（パソコンに関する質問のある方、
パソコン自習ソフトで勉強したい方）
日時　８月18日（木）午後１時15分～４時15分（入退室自由）
場所　町中央公民館　１階ロビー （費用無料）
受付　当日、会場へ直接お越しください。（予約不要）
※パソコンの持ち込みも可。
問合せ　町中央公民館☎296－2774

対象　町内在住・在勤・在学者
日時　【古典文学講座（万葉集）】「講座」９月７日、10 月５日、
11 月２日、12 月７日、１月４日（全て第一水曜日）午後
２時から 「文学散歩」11 月 24 日（木） ※一日バスで外出

【短歌講座】９月 21 日、10 月 19 日、11 月 16 日、12 月
21 日、１月 18 日（全て第三水曜日）午後２時から
定員　各 30 人（申込順）
申込　８月 10 日（水）～ 24 日（水）の間に、町立図書
館窓口または電話（☎296－5660）で受け付けます。

主管　鳩山テニス協会
対象　町内在住者・在勤者・在学者、鳩山テニス協会会員
期日　９月 11 日（日）　予備日なし
集合　午前８時 45 分
場所　中央庭球場Ｄ～Ｈ
種目　①男子ダブルス　②女子ダブルス　③女子と男子シ
ルバー（65 歳以上）のミックスダブルス
参加費　１人 500 円（当日納付可）
その他　主催者等では傷害保険には加入しませんので、各
自でご対応願います。また、鳩山テニス協会加盟クラブ員
は各代表者経由でお申し込みください。
申込　９月５日（月）までに町体育協会事務局（町民体育館）
または鳩山テニス協会会長　蟻

あ り か わ

川☎296-3779へ。

場所　農村公園体験農園
定員　各 20 人（いずれも定員を超えた場合は抽選）
申込期間　① 8 月 22 日（月）～ 26 日（金）　②③ 8 月
24 日（水）～ 31 日（水）
抽選発表　①８月 29 日（月）～ 30 日（火）　②③ 9 月 1
日（木）～ 2 日（金）
申込・問合せ　役場産業振興課 地域活性化担当☎ 296-
5895

栽培教室で汗を流しています
３年前から栽培教室に参加しています。自

分で育てた野菜等は味もいいですし、皆さ

ん親切に教えてくれますので、ぜひ参加し

てみてください！

８月の公民館・図書館休館日
【公民館】１日（月）・８日（月）

11日（祝）・15日（月）・

22日（月）・29日（月）

【図書館】１日（月）・８日（月）

11日（祝）・15日（月）・

22日（月）・29日（月）・31日（水）

開室日：土・日曜日、祝日を除く平日　開
室時間：午前９時～午後５時（入室は午後
４時 30 分まで）　内容：【美術展示室】町
所蔵笹島喜平版画展「浮かび上がる仏の世
界～荒ぶる仏とほほ笑む女神～」　【出土品
展示室】鳩山窯跡群～ 25 年を過ぎて振り
返る大発掘 　※新沼窯跡から出土した瓦
のミニ展示も実施中　費用：無料　問合
せ：町教育委員会 生涯学習課 文化財分室
☎ 296－3862

広報７月号 23 ページでご案内した「夏休み自然も
のしり教室」は、講師の都合より、第３回（８月 14
日）のテーマが昆虫（講師：江村 薫）に変更となり
ました。訂正してお詫びいたします。

「町民ゴルフ大会」は 10 月 31 日（月）に
鳩山カントリークラブで開催します。詳細は広報９
月号でご案内します。　問合せ：大会事務局（ゴル
フプラザ鳩山）☎ 296－2211

多世代活動交流センター
「美術・出土品展示室」情報

訂正とお詫び日時　毎週土曜日　午前 10 時～正午（予約制）※ 8 月6日除く

場所　多世代活動交流センター２階 ガラス工芸体験工房
費用　とんぼ玉（２個） 1,000円　グラス絵付け（１個） 800円
問合せ　はとやまがらす事務局 金子☎296－4812

対象　町内在住の小学生
期日　８月 24 日（水）
　　　予備日：25 日（木）
集合　午前８時
　　　※開会式後、競技開始
場所　梅沢運動場
その他　①基本５人１組の男女混成チーム（高学年の児童
がチームリーダー）　②チーム編成は主催者が決めます。　
③道具は主催者が用意します。　④当日の雨天判定は、午
前７時に行います。実施の有無は町民体育館へお問い合わ
せください。
申込　８月 15 日（月）までに町民体育館・役場生涯学習
課に申込書を提出。
問合せ　町体育協会事務局（町民体育館） ☎296－4900

パソコン相談会

文学講座

ガラス工芸体験

鳩山町体育協会主催
第９回小学生グラウンド・ゴルフ大会

鳩山町体育協会主催
硬式テニス親睦交流会

ダイコン、ハクサイ
キャベツ・ブロッコリー栽培教室

学ぶ

学ぶ

運動

体験

体験

運動

内容 日時 参加費

①ダイコン
【畑づくり】９月 1 日（木）
午前９時から　【種まき】９
月 6 日（火）午前９時から

1,000 円

②ハクサイ
【畑づくり】９月 6 日（火）
午前 10 時から　【定植】９
月 13 日（火）午前 9 時から

1,200 円

③キャベツ・
ブロッコリー

【畑づくり】９月 6 日（火）
午前 11 時から　【定植】９
月 13 日（火）10 時から

2,000 円

余暇よか
　　Days

島
本 

昴こ

う

じ治
さ
ん

　
　
　
　（
鳩
ヶ
丘
）

今月の“余暇よか”人
び と

趣味や学びの情報便

耳より情報

講演会「物語絵本と科学絵本」
～絵本編集の現場から
日時：９月４日（日） 午後１時 30 分～３時
30 分　場所：毛呂山町立図書館 ２階視聴覚室　
内容：物語絵本と科学絵本それぞれが持つ意味
や、絵本を通して子どもたちに伝えていきたい
想いなど　講師：福音館書店「たくさんのふし
ぎ」編集長 石田 栄吾氏　募集要項：電話にて
お問い合わせください　定員：50 人（先着順）　
申込・問合せ：８月 16 日（火）午前９時 30
分から毛呂山町立図書館まで☎ 295－1015

鳩山高等学校公開講座
鳩山高等学校では、今年度も地域の方を対象に、
公開講座を開催いたします。
日時：９月９日（金） 午後４時 30 分から（９
月９日以降、毎週金曜を予定）　内容：「ジョギ
ングをしてみませんか」（校内グラウンドで、
健康的にジョギングをはじめてみませんか。）
※ジョギングのできる服装でご参加ください。　
場所：鳩山高校グラウンド　申込先・問合せ：
町中央公民館☎ 296－2774

『ユニコ』（90 分）
日時　８月14 日（日）

 午後２時から
内容　人々をやさしく、明るく
してしまう不思議な力を持っ
たユニコーンの子どもユニコ。

その力を恐れた神々は、ユニコを人も住まない
忘却の彼方へと追いやるが、様々な仲間との出
会いと別れの中で、ユニコは愛の力に目覚める。
手塚治虫原作アニメーション映画。

『瞳は静かに』（108 分）
日時　9 月11 日（日）
午後２時から
内容　軍事政権時代の 1977
年、アルゼンチン。母を亡く
した８歳の少年アンドレスは、

兄とともに祖母オルガと父ラウルの家で暮らす
ことになる。祖母達はなぜか、母の持ち物を焼
き、家も売ろうとする。自分のルールを押し付け
てくるオルガとの生活は、やんちゃでいたずら好
きだったアンドレスを次第に無口にしていく･･･。

場所
町立図書館・視聴覚室

シネマ
ホール

学ぶ

ご案内
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連絡先 鳩山町役場
TEL296－1211 FAX296－2594

（夜間、休日も含む。ただし、緊急時は警察へ）

【内容が分かっている場合は･･･】
障がいのある方などに関すること　　　　　　　　　　　　　　

▼役場健康福祉課　☎ 296－1241（FAX296－3390）
高齢者の方に関すること　　　　　　　　　　　  　　　　　

▼町地域包括支援センター
☎ 296－7700（FAX298－0077）

地
域
み
ん
な
で「
見
守
り
は
と
ネ
ッ
ト
」

あ
な
た
の「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
」が

誰
か
を
救
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

連絡のあった内容 小計 合計

高齢者に関すること 259

618
障がい者に関すること 115
子どもに関すること 166

その他（※） 78
ケース会議 35

平成 22 年度～ 27 年度
見守りはとネットの実績

※�変質者（痴漢）、近隣トラブル（アルコール依存
症、危険ドラッグ含む）など

広報はとやま2016.8月号 広報はとやま2016.8月号

広げる、広がる

の
福
環

祉
６月 29 日、役場庁舎内で
「鳩山町地域見守り支援
ネットワーク代表者会議」
が行われ、構成・協力団体
の代表者らが集まり、講演
会で認知症について学んだ
後、活動の趣旨や近年の実
績や事例についての情報を
共有しました。

　

少
子
高
齢
化
や
地
域
間
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
に
伴
い
、近
年
、孤
立
し
が
ち

な
高
齢
者
や
障
が
い
者
、子
ど
も
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、町
で
は
、平
成
22
年
度
か

ら「
鳩
山
町
地
域
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」（
愛
称「
見
守
り
は
と
ネ
ッ

ト
」）を
設
置
し
、高
齢
者
、障
が
い
者
な

ど
の
見
守
り
活
動
を
地
域
全
体
で
行
っ

て
い
ま
す
。

「
見
守
り
は
と
ネ
ッ
ト
」と
は

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、子
ど
も
を
対

象
に
、見
守
る
人
・
見
守
ら
れ
る
人
を

特
定
し
な
い
形
の
見
守
り
活
動
で
す
。

現
在
、構
成
・
協
力
団
体
は
48
団
体
に

の
ぼ
っ
て
お
り
、公
共
機
関
や
任
意
団

体
、民
間
事
業
者
ま
で
、様
々
な
団
体
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
見
守
り
が

必
要
な
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
に

は
、関
係
機
関
な
ど
が
集
ま
っ
て
個
別

ケ
ー
ス
検
討
会
議
を
開
催
し
、必
要
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

発
足
以
来
の
６
年
間
で
延
べ
６
１
８

件
の
連
絡
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。連

絡
に
よ
り
、見
守
り
が
必
要
と
な
る
方

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、継
続
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
、見
守
り
の
目
を
増
や
し
、高

齢
者
な
ど
の
孤
立
を
防
ぐ
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
、皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
郵
便
物
が
た
ま
っ
て
い

る
」「
昼
間
で
も
雨
戸
が
閉
ま
っ
て
い

る
」「
不
自
然
な
服
装
で
歩
い
て
い
る
」

「
最
近
、ど
な
り
声
が
よ
く
聞
こ
え
る
」

「
普
段
見
か
け
な
い
人
が
よ
く
出
入
り

し
て
い
る
」な
ど
、『
ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
』こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、右
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、夏
期
は
熱
中
症
に
な
る
危
険

が
高
ま
り
ま
す
。皆
さ
ん
も
、地
域
で
の

声
か
け
、見
守
り
の
際
に
は
気
に
か
け

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

役
場
健
康
福
祉
課�

地
域
福

祉
担
当
☎
２
９
６

－

１
２
４
１

　手話技術を習得して、聴覚障がい者とのコ
ミュニケーションを深めてみませんか。
■応募資格　次の①②のすべてに該当する方
①鳩山町に在住・在勤・在学する 18 歳以上の
方　②全日程出席できる方
■内容　厚生労働省手話奉仕員養成カリキュラ
ムに準じた実技講習（19 回）と特別講演（１回）�　
※実技講習を 15 回以上および特別講演を履修
された方には修了証を交付します。
■日程　９月 29 日（木）～平成 29 年 2 月 23 月

（木）までの毎週木曜日（特別講演は、10 月から
２月の間の木曜日以外で実施）
■時間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
■場所　ニュータウンふくしプラザ

（松ヶ丘 1－2－4）
■講師　埼玉県聴覚障害者協会

比企支会　西澤恭子氏
■アシスタント　鳩山手話サークル「つくし」
■費用　3,240円（テキスト代）。ただし、（社福）全国
手話研修センター発行の手話奉仕員養成テキスト

「手話を学ぼう手話で話そう」をお持ちの方は不要。
■募集人員　15 人
■申込方法　８月８日（月）から９月７日（水）の間
に、住所・氏名（ふりがな）・年齢・性別・電話番号、（在
勤・在学者は勤務先、学校名）、受講経験、テキスト
の有無を明記の上、電話・はがき（当日消印有効）・
ファックスのいずかの方法で、役場健康福祉課へ
お申し込みください。後日、応募結果を通知します。
■あて先・問合せ
〒350－0392　鳩山町大字大豆戸184－16　鳩山町
役場　健康福祉課 TEL296－1241、FAX296－3390

「手話講習会（入門編）」
（手話奉仕員養成講習会）

受講者募集

は
ー
と
ん
カ
フ
ェ
今
宿
で
も
、短

冊
が
飾
ら
れ
る
中
、手
遊
び
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　７月２日と３日の２日間、鳩山ニュータウン内
にあるニュータウンふくしプラザで「第４回七夕
＆オープンカフェ～ 15,000 人�夢のかけ橋」（事
務局：役場健康福祉課）が開催され、多くの人が
来場しました。
　住民同士がお互いに手を取り合うまちにした
い、地域を元気にしたいとの願いが込められたこ
のイベントは今年で４回目。町民の夢や願いが書
かれた短冊を飾りつけたり、ハーブ茶などを振る
舞ったりするボランティアの皆さんの想いに共感
し、ミニコンサートや模擬店の出店もあり、にぎや
かさの中に、地域のつながりが感じられる２日間
となりました。
　また、７月５日には、今宿地内にある、高齢者等
の交流・集いの場「はーとんカフェ今宿」で七夕イ
ベントが行われ、ボランティアの皆さんと利用者
が、短冊飾りや、手遊び、歌などを楽しみました。

ニュータウン
ふくしプラザ
で多くの人が
交流しました。

七夕イベントで地域のつながりを再確認

福祉レポート

お気軽にお立ち寄りください
◆ニュータウンふくしプラザ（☎290－5469）
所在地　鳩山町松ヶ丘１－2－4
開設日時　毎日、午前 10 時～午後５時
◆はーとんカフェ今宿（☎296－6776）
所在地　鳩山町今宿 532－7
開設日時　毎週火・金曜日�午前 10 時～午後４時
※いずれも祝日・年末年始を除く

平
成
26
年
３
月
の
手
話
講
習
会

の
様
子
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みんなの

伝言板
このページでは、皆さんのコミュニティ活動や地域
活動、各種協議会・委員会などの活動に関連する記
事を掲載します。
◆�各コーナーに関連する情報をお持ちの方は、掲載
希望月の前々月末日までに、原稿や情報をお寄せ
ください。（お寄せいただいた内容によっては、
掲載を見送らせていただく場合もあります。）
◆原稿の送付先は 25ページ下部をご覧ください。

︱
活
動
内
容
は

　

週
に
１
回
、基
本
ス
テ
ッ
プ
を

有
住
先
生
ら
に
学
び
な
が
ら
、音

楽
に
合
わ
せ
て
タ
ン
ゴ
や
ワ
ル

ツ
、サ
ン
バ
な
ど
を
楽
し
く
踊
っ

て
い
ま
す
。会
員
に
は
、ま
だ
社
交

ダ
ン
ス
を
始
め
て
数
か
月
と
い
う

方
や
、町
外
か
ら
参
加
し
て
い
る

方
も
い
ま
す
。

︱
社
交
ダ
ン
ス
の
魅
力
は

　

体
を
動
か
し
、ス
テ
ッ
プ
や
動

き
を
覚
え
る
た
め
に
脳
も
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
で
、健
康
づ
く
り
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。特
に
、普
段
は

し
な
い
後
ろ
歩
き
を
す
る
こ
と

は
、脳
が
活
性
化
さ
れ
ま
す
。ま

た
、社
交
ダ
ン
ス
を
続
け
て
い
る

と
、足
腰
の
筋
力
が
鍛
え
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、背
中
が
丸
く
な
ら

ず
、姿
勢
が
良
く
な
り
ま
す
。

︱
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

す
、み
ん
な
と
一
緒
に
踊
る
、パ
ー

ト
ナ
ー
の
リ
ー
ド
で
自
然
と
踊
れ

る
な
ど
、社
交
ダ
ン
ス
に
は
た
く

さ
ん
の
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。長

く
続
け
て
い
る
と
、15
歳
は
若
が

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
!? 

ぜ
ひ

一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
。

はとやまサークル図鑑
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『フレンドダンスサークル』
☆活動開始
☆活動日時

☆活動場所

☆活動内容

☆会 費 等
☆問 合 せ

このコーナーでは、鳩山町コミュニティ
推進協議会が発行する「サークルガイ
ド」に掲載されているサークルの活動を
ご紹介しています。

平成 13 年頃
毎週木曜日 午後２時
～４時
中央公民館または
町民体育館
社交ダンスを通した
親睦
1,500 円 / 月
田渕 道雄さん
　☎ 296－1179原稿送付先

※掲載希望月の前々月末日（土日祝日の場合はその翌平
日）まで（原則、先着順）
◆〒 350－0392　鳩山町大字大豆戸 184－16 鳩山町役場
政策財政課 広報広聴担当
◆ TEL296－1212　FAX296－2594
◆Ｅメール　webmaster@town.hatoyama.lg.jp

広報はとやま2016.8月号 広報はとやま2016.8月号

はとコミ 

　７月１日、「第 66 回社会を明るくする運動」に伴う
啓発活動と出発式が行われ、保護司や更正保護女性会
会員の皆さんが、犯罪や非行をなくし、立ち直りを支え
る地域づくりを啓発しました。
　啓発活動は、町立鳩山中学校で、生徒たちの登校時間
にあわせて行われ、同校の生徒会も活動に参加してい
ただきました。また、町役場で行われた出発式では、鈴
木伸保護司から町長へ内閣総理大臣のメッセージが手
渡され、今後の継続的な活動を誓いました。
　その後、広報車で町内を巡回し呼びかけを行ったほ
か、各小学校を訪問し、「社会を明るくする運動作文コ
ンテスト」への協力を依頼しました。

　町内のコミュニティに関する総合的な連絡調整や
広域的活動を推進し、心のふれあう住みよい地域社
会を築くことを目的に活動している「鳩山町コミュ
ニティ推進協議会」では、年に 2 回、花いっぱい運動
を実施しています。夏の運動では、花の苗を町内の幼
稚園、小学校、中学校、熊井ボランティアに配布しま
した。
　6 月 14 日には、加盟団体の一つであるシルバー
人材センターの会員さんが、今宿交差点脇にベゴニ
アとマリーゴールドを植え付けました。
　付近を通りがかりましたら、ぜひ足元に目を落と
してみてください。

　６月 18 日、「ＮＰＯ法人里山環境プ
ロジェクト」などの石坂の森・保全と活
用に係るボランティアスタッフを含む
24 人により、石坂の森で、里山再生のた
めの下草刈り作業が行われました。この
作業は県の「武蔵野の森再生事業」を活用
して植林した、ナラの木などの落葉樹の
育成作業の一環で、年２回行われている
ものです。参加者は斜面の足元を確認し
ながら慎重に作業しました。
　石坂の森は、多種多様な動物が生息し、
大自然の息吹を感じられる散策のコース
として、多くの人に親しまれています。皆
さんもぜひ散歩にお出かけください。

石坂の森へのアクセス　最寄りバス停：民間路線バス
「ニュータウン北」または「山村学園短期大学前」。　駐車
場：ニュータウン北側および物見山駐車場。

（写真上）出発式で活動の誓いを立てた皆さん。

鳩山中学校内で啓発活動を行う生徒会の皆さん（写真左

下）と保護司・更正保護女性会の皆さん（写真右下）

保護司・更生保護女性会の皆さんが、犯罪や
非行をなくし、立ち直りを支える地域づくりを呼びかけ

第 66 回 社会を明るくする運動

まちレポ

県立川越女子高等学校　文化祭「紫
し お ん さ い

苑祭」　　
今年のスローガンは「紫苑祭だョ！全員集合！～
20 世紀少女とプレイバック プレイバック～」で
す。スローガンに併せ、全校統一テーマとして“20
世紀”を設けます。皆さんのお越しをお待ちしてい
ます。
日時：９月 10 日（土）午前 11 時～午後４時、11
日（日）午前９時 30 分～午後４時（いずれも入場は
午後３時 30 分まで）　場所：県立川越女子高等
学校　問合せ：紫苑祭実行委員会☎ 222－3511

第 20 回比企地域勤労者文化展 作品募集　　
開催日：８月 23 日（火）～ 27 日（土）　場所：東
松山市市民文化センター　内容：絵画・写真・書
道（一人２作品まで）　募集要項：電話にてお問い
合わせください　その他：優秀作品には「知事賞」
ほか、賞状および賞品を授与します　問合せ：比
企地域労働者福祉協議会 事務局☎ 0493－22－
2511

荒川図画コンクール作品募集　　　　　　　
対象：小学生　応募期間：９月 16 日（金）まで　 
題材：荒川流域の川・ダム等の風景　申込：荒
川上流河川事務所ホームページの応募要項を参
照　問合せ : 荒川図画コンクール実行委員会事務
局（国土交通省荒川上流河川事務所計画課）☎ 049
－241－0380

県立鳩山高校文化祭「鳩高祭」　　　　　　　
テーマは「鳩高未来への飛躍～笑顔の先に～」で
す。皆さんのお越しをお待ちしています！
日時 :9 月 3 日（土）・4 日（日） 午前 9 時 30 分～
午後 3 時　内容 : 学年テーマに沿った展示、模擬
店、ステージ発表など　場所 : 県立鳩山高等学校　
問合せ : 鳩山高校生徒会担当☎ 296－5395
※ 9 月 3 日（土） 午前 10 時 30 分から、中学生対
象の「トレーニング講習会」（定員 20 人程度）、9
月 4 日（日） 午前９時 30 分から、小学生対象の「親
子陸上教室」も実施します。　申込・問合せ：9
月 1 日（木）までに鳩山高校（☎ 296－5395）へ

鳩
山
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会

花
い
っ
ぱ
い
運
動

里
山
再
生
に
向
け
て�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が

 

「
石
坂
の
森
」で
下
草
刈
り
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はとっ子通
信

８月
中

旬

～９月
上

旬
今月の
“ニコニコキッズ”

町立鳩山幼稚園
にじ組の皆さん

Enjoy

広報はとやま2016.8月号 広報はとやま2016.8月号

Topics
女性のための就職支援セミナー

「求人状況を知って 働き方を考えよう」

児童扶養手当・特別児童扶養手当に関する届け出をお忘れなく　

8

8

9

8

9

8

9

8
火水木

～受付開始！15

18

7

25

6

6・20

3

12・26

　就職活動を始めるた
めには、どんな仕事にど
のくらいの求人がある
のか、どんな働き方があ
るのかを理解すること
が必要です。そのうえ
で、自分にあった就業条
件を整理することが大
切です。
　セミナーでは、埼玉県

女性キャリアセンターの常勤キャリアカウン
セラーが、『求人状況を知って 働き方を考え
よう』をテーマとして、「埼玉の雇用情勢」「い
ろいろな働き方のメリット・デメリット」「自
分らしい働き方の検討」などを説明します。

対象　就職を考えている女性（例えば、結婚・
出産を機に退職したが、再就職したいと考え
ている子育て中の女性など）

【児童扶養手当】対象：父母の離婚などで、父また
は母と生計を同じくしていない子どもを育ててい
る家庭や、父または母に一定の障害がある子ども
を育てている家庭など　支給期間：18 歳になった
年の年度末まで（一定の障害がある児童は 20 歳未
満）　申込：【新規の方】随時　【受給中の方】８月
31 日（水）までに現況届を提出

日時　９月 29 日（木）　午前 10 時～正午
会場　ひばり子育て支援センター
講師　埼玉県女性キャリアセンター　キャリア
カウンセラー
定員　24 人（申込順）
参加費　無料
その他　雇用保険受給者で、ご希望の方には受
講証明書を発行します。
申込・問合せ　８月 15 日（月）から役場健康福
祉課（☎ 296－1241、FAX296－3390）まで。

受講中はお子さまを
別室でお預かりします

セミナーでは、０歳児から利用できる無料
の託児サービスを受け付けています。
予約が必要となりますので、申し込み時に
お申し出ください。

【特別児童扶養手当】対象：精神または身体に一定
の障害がある 20 歳未満の子どもを育てている家
庭など　申込： 【新規の方】随時　【受給中の方】８
月 12 日（金）～９月９日（金）（郵送の場合は 11 日

（日））までに所得状況届を役場健康福祉課に提出。
※いずれも所得などの支給要件があります。
問合せ： 役場健康福祉課☎ 296－1241 または県少
子政策課☎ 048－830－3337

子育て支援に関する最新情報は、鳩山町子育て応援サイト「はとネット」でもご確認ください。

※詳細は下記参照（◆＝ Enjoy、●＝すくすく、■＝ Meet Book）

「家族ふれあいキャンペーン」
詳細サイト

子育てカレンダー

つどいの広場（ぽっぽ）
子育て教養講座

２歳児歯科健診

こどもおはなし会

３歳児健診

乳幼児健康相談

うさぎちゃんの部屋

家族ふれあいキャンペーン

ひばりキッズルーム

育児や学校のこと、一人で悩まず相談を

８月中旬～９月上旬

対象：子育てに興味・関心の
ある方　時間：午前 11 時から　
内容：「親子で手づくりアイス
クリーム」　講師：室井佑美（山
村学園短期大学保育科専任講
師）　費用：無料（申込不要）
場所・問合せ：つどいの広場

（ぽっぽ） （多世代活動交流セン
ター１階）☎ 296－7733

対象：平成 26 年５月～８月生　
受付：午前９時～９時 30 分　
場所・問合せ：町保健センター

☎ 296－2530

たのしい絵本を読み、折り紙を
した後、子どもミニ映画会（上映
作品「日本の昔ばなし」）をしま
す。ぜひご参加ください。
時間：午前 10 時 30 分から（お
はなし会 30 分、子どもミニ映
画会 30 分）　
場所・問合せ：町立図書館（お
はなしコーナー）☎296－5660

対象：平成 25 年４月～６月生　
受付：午後１時15 分～１時 45 分　
場所・問合せ：町保健センター

☎ 296－2530

対象：生後４か月～４歳　時間：
午前９時 30 分～ 11 時　
場所・問合せ：町保健センター

☎ 296－2530

絵本の読み聞かせをします。
内容：8/12「くまのテディちゃ
ん」「ぶうぶうぶう」8/26「ぱ
たぱたももんちゃん」「たんた
んぼうや」　時間：午前 11 時
から　場所：つどいの広場（ぽっ
ぽ）
問合せ：町立図書館☎296－5660

８月は「彩の国家族ふれあい月
間」です。県内では、18 歳未満
のお子様を連れたご家族が、協
力店（県内 280 店舗）で優待券
を提出すると、料金の割引など
の優待サービスが受けられま
す。
利用方法：県青少年課ホーム
ページから優待券を印刷してご
利用ください。
問合せ：県青少年課

☎ 048－830－2912

内容：お散歩、折り紙制作、クッ
キング、伝承遊び、ごっこ遊び、
水遊びなど　時間：午前 10 時
～ 11 時 30 分　【 カ ン ガ ル ー
ルーム】対象：０歳児（生後３か
月から）、１歳児　【コアラルー
ム】対象：２歳児、３歳児
場所・問合せ：ひばり子育て支
援センター☎ 296－5694

ひばり子育て相談（電話相談）

外出するのはちょっと大変という
方に、保育士・看護師が適切なアド
バイスをします。
受付期間：平日（月～金）　午前９
時～午後５時　問合せ：ひばり子
育て支援センター☎ 296－5694

教育相談

日時：８月 25 日（木）･9 月 1 日
（木）・８日（木）　午前 10 時～午
後４時　※ 8 月 18 日（木）はお休
みです。
場所・問合せ：町立鳩山中学校さ
わやか相談室☎ 296－2230

「いじめＳＯＳフリーダイヤル」

☎ 0120－783－025（通話料無
料）（なやみ　ゼロ　にっこり）
開設時間：午前８時 30 分～午後
５時 15 分（土 ･ 日曜日、祝日、年末
年始を除く）　問合せ：教育総務課
☎ 296－1227

すく
　すく

Meet
Book

27 26

日　程 内　容
8 ／ 6（土） ■こどもおはなし会

12（金） ■うさぎちゃんの部屋
18（木） ◆子育て教養講座
20（土） ■こどもおはなし会
25（木） ●３歳児健診
26（金） ■うさぎちゃんの部屋
30（火） ◆キッズルーム（コ）
31（水） ◆キッズルーム（カ）

日　程 内　容
9 ／ 1（木） ◆キッズルーム（コ）

3（土） ■こどもおはなし会

6（火） ●乳幼児健康相談
◆キッズルーム（コ）

7（水） ●２歳児歯科健診
◆キッズルーム（カ）

8（木） ◆キッズルーム（コ）
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この広報紙は再生紙を使っています。

きっず
ひろ

ば

はとっ子

　 タイム

編・集・室date spot
町長選を終え、広報紙も心機一転、ということで紙面
をリニューアルしました。記事の性質を考え、紙面を再
構成し、一部の記事は文字を大きめにしました。また、
今月号は表紙・裏表紙を試験的に4色刷りにしました。
８月は町外で暮らすご家族・ご友人が帰省する時期
でもあります。ぜひ、リニューアルした広報紙を皆さん
でご覧ください。今回のリニューアルについてのご意
見・ご感想もお待ちしています。

（黒田） 紙面上で下記
マークがある場合は、
関連情報を WEB で
ご覧になれます。

こみね あんじゅ ちゃん やまむろ みらい ちゃん

いしかわ　こはる ちゃん（２歳）

元気いっぱい
女の子！！

すどう はるか ちゃん

人口
　男
　女
世帯
６月の出生数

このコーナーでは、町
立図書館「らいぶら
りぃ・メイト」投稿コー
ナーの絵などを紹介し
ています。

※「うさぎちゃんの部屋」で読み聞かせを体験できます。
　詳細は 27ページをご覧ください。

町・県民税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

（第２期）
（第２期）
（第２期）
（第２期）

◆�納期限を過ぎないよう、コンビニ納付
や口座振替をご利用ください。

7 月 1 日現在
（　）は対前月比

人口と
世　帯

8月の
納税・
納付

（－４）
（－３）
（－１）
（－２）

６人

14,268 人
7,029 人
7,239 人

5,955 世帯

今月のおすすめ絵本


